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11月号令和元年

フォトレポート

第60回龍郷町相撲大会
お仕事されている方におすすめ

早朝スピード健診
障がいのある人の地域生活支援を考える

対人サービスにおける権利擁護

第184回 議会だより
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龍郷町の人口　令和元年９月末現在(前年比)　3,110世帯（+34） 男2,904人（-9） 女3,087人（-44） 計5,991人（-53）
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　この日、役場前国道にて同協議会青年部と奄美
地区交通安全協会、奄美警察署、龍郷町役場から
約20名が参加し、啓発活動を行いました。後部座
席や、チャイルドシートでの着用義務は認識が不十
分であり、チラシを配布するとともに周知に努めま

した。鹿児島県は
シートベルト着用
率が全国最低の
17.5%(全国平均
38.0%)とのこと。
皆さんもぜひ気を
付けてください。

　21校が参加したスキットの部で県立大島高校１年
の要田ののかさんと悠那さん（赤尾木）姉妹が最高
賞の最優秀賞を受賞し、２人はこの日町長室を訪問、
受賞を報告しました。スキットの中ではヨイスラ節を
英語で披露。「どうしても島唄は入れたかった。多くの

人に島唄を聴いてほ
しい」と力強く語る
２人に「町民に活力
をいただいている」
と町長は喜びを伝
えました。

　「奄美固有の伝統文化の継承・発信」をテーマに
パネルディスカッションが行われました。パネリスト
は秋名アラセツ行事保存会窪田会長、地域おこし協
力隊村上氏、西平酒造西平氏、前田紬工芸前田氏、
武蔵野大学成瀬氏。「地域の暮らしぶりを可視化す

る必要性」や「島外
から地域に貢献で
きるシステムを考え
たい」などそれぞれ
の立場から島の未
来について語りま
した。

　９月19日、龍郷町議会議案審議の中で碇山教育
長の再任が提案、同意されました。同意後教育長
は「教育委員会事務局職員、龍進未来塾講師に助
けられた３年間だった。西郷菊次郎翁のミュージカ
ル、小中高校生の力を借りぜひ成功させたい。感性豊

かな子ども達に光
をあてていきた
い。」と語りまし
た。また、10月1日
には町長室にて
辞令が手渡され
ました。

　龍南中学校1年生42名が自然観察の森の川畑力
観察指導員を講師に迎え、奄美の自然について学
びました。生徒からは「ハイビスカスは帰化植物か
？」「椎の木が水を多く蓄えるとしたら土砂災害の
原因にならないのか？」等たくさんの質問がありま

した。最後に川畑
観察指導員から「
どうして世界自然
遺産をめざすのか
？」の投げかけに
真剣な表情で考え
ていました。

　奄美大島地区林材協会、奄美産木材活用協議
会、あまみ木工の郷推進協議会、県大島支庁林務
水産課らが町長室を訪問し、県産材の利用推進を
呼び掛けました。町は今年度完成予定の龍南中学
校体育館において天井梁、腰板に県産材を利用し

ています。また、
「現在竣工中の
自然観察の森に
おいても多くの
県産材を利用し
たい」と町長は
語りました。

碇山教育長再任

責任の重さ感じている
第2回奄美世界自然遺産推進シンポジウム

将来のあり方を見据えた取組の方向性

奄美地区安全運転管理協議会
シートベルト着用呼びかける

「奄美の森について」学ぶ
なぜたくさんの動植物が生活しているのか

10月8日は「木の日」
県産材の利用推進

県高校英語スキット（寸劇）・弁論大会
島唄の魅力伝えたい
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グランドゴルフ 秋名 龍郷 大勝
ハッピーカラー 大勝 戸口 円

龍瀬・大勝・戸口

校区対抗

　
老
人
ク
ラ
ブ
若
返
り
会
は
、
健
康
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
や
ど
ぅ
く
さ
会
へ
の
参
加
に
よ
り
、
健
康

に
つ
い
て
の
関
心
が
高
ま
り
ま
し
た
。
ま
た
、

花
園
作
業
、
ゴ
ミ
・
空
き
缶
拾
い
等
地
域
美
化

活
動
に
対
し
、周
囲
か
ら
の
感
謝
や
励
ま
し
で
、

充
実
感
を
得
て
い
ま
す
。
種
々
の
活
動
に
参
加

す
る
こ
と
で
、
地
域
に
暮
ら
す
仲
間
と
し
て
の

結
び
つ
き
が
強
く
な
り
、
会
員
同
士
が
集
ま
る

機
会
も
増
え
、
交
流
が
盛
ん
に
な
り
お
互
い
の

見
守
り
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

〜
み
ん
な
が
集
え
ば
笑
顔
が
い
っ
ぱ
い
! !

今
日
も
元
気
だ
若
返
り
会
〜

龍
郷
町
中
勝
老
人
ク
ラ
ブ
若
返
り
会

会
長
　碩
龍
弘

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

２
０
１
９
活
動
賞
受
賞

龍
郷
町
老
人
ク
ラ
ブ
受
賞

全
国
増
強
運
動
目
標
達
成
特
別
賞

会
員
数 

１
１
１
名 （
男
性
50
名  

女
性
61
名
）



-3- Tatsugo

町
の
動
き

令
和
元
年

11
月
号

た
つ
ご
う

エ
ッ
セ
イ

り
ゅ
う
が
く
館

保
健
福
祉
課

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

議
会
だ
よ
り

ト
ピ
ッ
ク
ス

高
齢
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会

町
相
撲
大
会

保
健
福
祉
課

そ
の
他

お
知
ら
せ

10/

10/
２

10/

10/
１

４ ９

10/
11

10/
11

　この日、役場前国道にて同協議会青年部と奄美
地区交通安全協会、奄美警察署、龍郷町役場から
約20名が参加し、啓発活動を行いました。後部座
席や、チャイルドシートでの着用義務は認識が不十
分であり、チラシを配布するとともに周知に努めま

した。鹿児島県は
シートベルト着用
率が全国最低の
17.5%(全国平均
38.0%)とのこと。
皆さんもぜひ気を
付けてください。

　21校が参加したスキットの部で県立大島高校１年
の要田ののかさんと悠那さん（赤尾木）姉妹が最高
賞の最優秀賞を受賞し、２人はこの日町長室を訪問、
受賞を報告しました。スキットの中ではヨイスラ節を
英語で披露。「どうしても島唄は入れたかった。多くの

人に島唄を聴いてほ
しい」と力強く語る
２人に「町民に活力
をいただいている」
と町長は喜びを伝
えました。

　「奄美固有の伝統文化の継承・発信」をテーマに
パネルディスカッションが行われました。パネリスト
は秋名アラセツ行事保存会窪田会長、地域おこし協
力隊村上氏、西平酒造西平氏、前田紬工芸前田氏、
武蔵野大学成瀬氏。「地域の暮らしぶりを可視化す

る必要性」や「島外
から地域に貢献で
きるシステムを考え
たい」などそれぞれ
の立場から島の未
来について語りま
した。

　９月19日、龍郷町議会議案審議の中で碇山教育
長の再任が提案、同意されました。同意後教育長
は「教育委員会事務局職員、龍進未来塾講師に助
けられた３年間だった。西郷菊次郎翁のミュージカ
ル、小中高校生の力を借りぜひ成功させたい。感性豊

かな子ども達に光
をあてていきた
い。」と語りまし
た。また、10月1日
には町長室にて
辞令が手渡され
ました。

　龍南中学校1年生42名が自然観察の森の川畑力
観察指導員を講師に迎え、奄美の自然について学
びました。生徒からは「ハイビスカスは帰化植物か
？」「椎の木が水を多く蓄えるとしたら土砂災害の
原因にならないのか？」等たくさんの質問がありま

した。最後に川畑
観察指導員から「
どうして世界自然
遺産をめざすのか
？」の投げかけに
真剣な表情で考え
ていました。

　奄美大島地区林材協会、奄美産木材活用協議
会、あまみ木工の郷推進協議会、県大島支庁林務
水産課らが町長室を訪問し、県産材の利用推進を
呼び掛けました。町は今年度完成予定の龍南中学
校体育館において天井梁、腰板に県産材を利用し

ています。また、
「現在竣工中の
自然観察の森に
おいても多くの
県産材を利用し
たい」と町長は
語りました。

碇山教育長再任

責任の重さ感じている
第2回奄美世界自然遺産推進シンポジウム

将来のあり方を見据えた取組の方向性

奄美地区安全運転管理協議会
シートベルト着用呼びかける

「奄美の森について」学ぶ
なぜたくさんの動植物が生活しているのか

10月8日は「木の日」
県産材の利用推進

県高校英語スキット（寸劇）・弁論大会
島唄の魅力伝えたい

TatsugoTownTopics

　
10
月
５
日
、
り
ゅ
う
ゆ
う
館
ア

リ
ー
ナ
で
行
わ
れ
た
龍
郷
町
高
齢

者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
。
今
年
も
た
く

さ
ん
の
笑
顔
に
包
ま
れ
、
元
気
い
っ

ぱ
い
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
ま
た
、

大
会
の
中
で
は
「
ら
く
ら
く
体
操
」

の
紹
介
が
あ
り
、
各
集
落
で
の
参

加
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　
大
会
結
果
は
左
記
の
通
り
で
す
。

最
高
位
年
齢
賞
　
　
　
　
敬
称
略

　
男
性

　
山
下
武
二
　95
歳（
円
）

　
女
性

　
東
郷
　キ
ワ
子
　86
歳（
嘉
渡
）

１位 ２位 ３位
総　合 大勝 円 龍瀬

ゲートボール 龍瀬 円 大勝
ボーリング 秋名 赤徳 円
輪投げ 円 赤徳 大勝
玉入れ

メディシンリレー 龍瀬 赤徳 円
グランドゴルフ 秋名 龍郷 大勝
ハッピーカラー 大勝 戸口 円

龍瀬・大勝・戸口

校区対抗

　
老
人
ク
ラ
ブ
若
返
り
会
は
、
健
康
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
や
ど
ぅ
く
さ
会
へ
の
参
加
に
よ
り
、
健
康

に
つ
い
て
の
関
心
が
高
ま
り
ま
し
た
。
ま
た
、

花
園
作
業
、
ゴ
ミ
・
空
き
缶
拾
い
等
地
域
美
化

活
動
に
対
し
、周
囲
か
ら
の
感
謝
や
励
ま
し
で
、

充
実
感
を
得
て
い
ま
す
。
種
々
の
活
動
に
参
加

す
る
こ
と
で
、
地
域
に
暮
ら
す
仲
間
と
し
て
の

結
び
つ
き
が
強
く
な
り
、
会
員
同
士
が
集
ま
る

機
会
も
増
え
、
交
流
が
盛
ん
に
な
り
お
互
い
の

見
守
り
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

〜
み
ん
な
が
集
え
ば
笑
顔
が
い
っ
ぱ
い
! !

今
日
も
元
気
だ
若
返
り
会
〜

龍
郷
町
中
勝
老
人
ク
ラ
ブ
若
返
り
会

会
長
　碩
龍
弘

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

２
０
１
９
活
動
賞
受
賞

龍
郷
町
老
人
ク
ラ
ブ
受
賞

全
国
増
強
運
動
目
標
達
成
特
別
賞

会
員
数 

１
１
１
名 （
男
性
50
名  

女
性
61
名
）



Tatsugo -4-

町
の
動
き

令
和
元
年

11
月
号

た
つ
ご
う

エ
ッ
セ
イ

り
ゅ
う
が
く
館

保
健
福
祉
課

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

議
会
だ
よ
り

ト
ピ
ッ
ク
ス

高
齢
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会

町
相
撲
大
会

保
健
福
祉
課

そ
の
他

お
知
ら
せ

第60回

龍郷町相撲大会

2019.9.15
龍郷町中央グラウンド横相撲場
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優勝 ：秋名A 龍南中相撲部

小学一年生

一
般
の
部

　スポーツ日和の秋晴れで行われた今大会。一般の部では秋名Aが優
勝し、見事５連覇を達成しました。また、大会の中では先日行われた
県中学校総合体育大会団体の部で優勝した龍南中学校相撲部のメン
バーが紹介されました。

日　程 会　場 受 付 時 間

12月４日（水） 戸口地区センター 6時40分～7時30分

12月５日（木） 浦生活館 ７時～８時

12月６日（金） 安木屋場公民館 ７時～８時

健康診査内容 40歳～69歳の方 70歳以上の方 生活保護世帯

特定健診

大腸がん検診 500円 200円 無料

前立腺がん検診 1,000円 1,000円 無料

肝炎ウイルス検診 500円 無料 無料

無料（皆さんの保険料と税金でまかなわれています。）

早朝スピード健診
お仕事されている方、優先受付！
いつもはお仕事が忙しく受診できなかった方にもおすすめ。
今年度最後の実施となりますので、ぜひこの機会にご利用ください。
受付からわずか25分以内で終了します。

出勤前に
受診可能

\ 対 象 者 /
  特定健診
  40～74歳国民健康保険加入者   
  または社会保険扶養者
  その他健診
  40歳以上の町民の皆さま

　健診内容　問診（食生活・運動習慣・喫煙歴など） / 尿検査 / 心電図

　身体計測（身長・体重・肥満度（BMI）・腹囲） / 診察 / 血圧測定

　血液検査（血糖検査・脂質検査・肝機能検査）

　オプション　大腸がん検診 / 前立腺がん検診 / 肝炎ウイルス検診

特定健診は、（糖尿病、高血圧、脂質異
常症、がんなど）を早期に判定できる
有効な健診です。

問合せ先
保健福祉課　☎６９-４５１４

問合せ先 保健福祉課　☎６９-４５１４

対象者
・満65歳以上の方
・60～64歳で心臓、腎臓、呼吸器系の機能または
  ヒト免疫不全ウイルスによる免疫の機能に障害を有する方

接種期間
令和２年１月31日まで

接種回数
１回

持参する物
・インフルエンザ予防接種予診票　対象者には配布済み
・接種料1,000円（生活保護世帯は無料）

接種方法
※医療機関での個別接種となっています。期間内に接種してください。
なお、ワクチンの準備があるため、必ず受診前に予約を入れてください。

※詳しくは同封した医療機関一覧表をご覧ください。

対象者には案内を配布しました

インフルエンザの予防には、
予防接種だけでなく日々の感染防止が大切です！

◎手洗い・うがい　◎十分な栄養と休養
　～体力や抵抗力を高めましょう～　

◎マスクの着用～感染した人がマスクを着用することで、
　他の人への感染を防ぐことができます～

65歳以上の

インフルエンザ予防接種
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受賞式欠席のため写真はありません

た
。
そ
れ
は
紬
の
ヘ
ア
ゴ
ム
で
、
大
島
紬
の
切
れ

は
し
で
つ
く
っ
た
と
い
う
。
母
は
物
を
つ
く
る
の

が
と
て
も
得
意
で
、
ヘ
ア
ゴ
ム
は
シ
ン
プ
ル
で
か

わ
い
か
っ
た
。
私
は
と
て
も
気
に
入
っ
て
毎
日
の

よ
う
に
つ
け
て
い
た
。

　
そ
ん
な
あ
る
日
、
私
は
母
と
ケ
ン
カ
し
た
。
ケ

ン
カ
の
理
由
は
、
ど
ん
な
こ
と
か
も
覚
え
て
い
な

い
ほ
ど
さ
さ
い
な
こ
と
だ
っ
た
。
で
も
、
私
は
一

つ
だ
け
覚
え
て
い
る
。
「
く
や
し
い
」
。
そ
の
一
つ

の
怒
り
が
私
を
支
配
し
て
い
た
。
と
に
か
く
、
く

や
し
か
っ
た
。
イ
ラ
イ
ラ
し
て
い
た
。
心
が
も
や

も
や
し
て
い
た
。
ふ
と
、
鏡
を
見
て
み
る
と
鏡
に

は
、
紬
の
ヘ
ア
ゴ
ム
で
か
み
を
結
ん
だ
泣
き
顔
の

私
が
写
っ
て
い
た
。
こ
ん
な
顔
に
し
た
の
は
だ
れ

だ
？
　
弟
？
　
友
達
？
　
だ
れ
だ
？
だ
れ
だ
？
　

だ
れ
だ
？
　…

…

「
お
母
さ
ん
だ
よ
」
鏡
に
写
っ

て
い
る
私
が
そ
う
言
っ
た
気
が
し
た
。

　
で
も
、
そ
れ
を
い
つ
ま
で
も
根
に
持
つ
私
も
悪

い
。
分
か
っ
て
い
て
も
、
く
や
し
く
て
紬
の
ヘ
ア

ゴ
ム
を
捨
て
た
。
ゴ
ミ
箱
に
ヘ
ア
ゴ
ム
を
捨
て
た

の
は
、
す
ぐ
見
つ
か
っ
た
。
予
想
通
り
、
母
に
怒

ら
れ
た
。
私
は
う
つ
む
い
た
。
あ
あ
、
や
っ
と
説

教
の
雨
が
や
ん
だ
。
そ
う
思
っ
て
上
を
見
て
み
る

と
、
母
は
悲
し
そ
う
な
顔
を
し
て
い
た
。
そ
の
顔

を
見
て
私
は
、
心
が
重
く
な
っ
た
。

　
紬
、
そ
れ
は
私
に
と
っ
て
物
の
大
切
さ
を
教
え

て
く
れ
た
も
の
だ
。
ど
れ
だ
け
の
苦
労
で
紬
が
つ

く
ら
れ
た
の
か
、
物
を
つ
く
る
人
の
大
変
さ
が
分

か
っ
た
。

　
小
学
生
の
時
、
私
は
母
か
ら
あ
る
物
を
も
ら
っ

　
そ
の
わ
け
が
や
っ
と
分
か
っ
た
の
は
、
六
年

生
の
時
。
私
達
は
遠
足
で
大
島
紬
村
に
行
っ
た
。

そ
こ
で
分
か
っ
た
。
大
島
紬
に
は
た
く
さ
ん
の

「
思
い
」
が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
。
母

は
「
思
い
」
の
こ
も
っ
た
大
島
紬
だ
と
い
う
こ

と
を
知
っ
て
い
る
か
ら
、
小
さ
な
ハ
ギ
レ
も
大

切
に
し
た
の
だ
。

　
説
教
の
後
、
私
は
一
応
謝
っ
た
。
で
も
、
本

当
の
私
が
言
っ
た
こ
と
じ
ゃ
な
い
か
ら
、
私
は

 

「
ご
め
ん
な
さ
い
」
に
「
ご
め
ん
な
さ
い
」
を

込
め
て
謝
っ
た
。
素
直
に
な
れ
な
い
私
が
成
長

す
る
ま
で
は
、
母
と
何
度
ぶ
つ
か
る
だ
ろ
う
。

ぶ
つ
か
っ
て
し
ま
い
、
謝
れ
な
い
時
は
紬
を
思

い
だ
そ
う
。
そ
し
て
私
は
言
葉
に
気
持
ち
を
織
っ

て
「
ご
め
ん
な
さ
い
」
と
届
け
た
い
。

学
生
の
部

特
別
賞　気

持
ち
の
織
り
物

龍
郷
町
赤
尾
木

　大
木

　ひ
か
り

　
大
島
紬
を
見
る
と
ナ
フ
タ
リ
ン
の
匂
い
と
と
も

に
母
を
思
い
出
す
。
町
の
小
さ
な
釣
具
店
に
生
ま

れ
た
母
は
、
ど
う
い
う
い
き
さ
つ
か
今
と
な
っ
て

は
知
る
由
も
な
い
が
、
山
に
囲
ま
れ
た
田
舎
に
嫁

い
で
き
た
。
そ
ん
な
田
舎
で
一
年
に
数
回
、
母
が

華
や
い
で
見
え
る
日
が
あ
っ
た
。
ナ
フ
タ
リ
ン
の

匂
い
を
茅
葺
き
屋
根
の
田
舎
家
に
た
だ
よ
わ
せ
な

が
ら
、
母
は
ぴ
ん
と
背
筋
を
の
ば
し
シ
ュ
ッ
シ
ュ
ッ

と
い
う
衣
擦
れ
の
音
と
と
も
に
出
か
け
て
い
く
。

次
の
日
母
は
着
物
を
た
た
み
、
ナ
フ
タ
リ
ン
と
と

も
に
愛
お
し
そ
う
に
箪
笥
に
し
ま
っ
た
。

　
そ
れ
が
大
島
紬
で
あ
る
と
知
っ
た
の
は
母
逝
っ

て
遺
品
の
形
見
分
け
を
し
た
時
だ
っ
た
。
そ
の
時

始
め
て
じ
っ
く
り
見
て
み
る
と
、
柄
は
気
の
遠
く

な
る
よ
う
な
無
数
の
点
で
構
成
さ
れ
て
い
た
。
友

禅
の
よ
う
に
派
手
で
は
な
い
が
凛
と
し
た
美
し
さ

が
あ
っ
た
。

　
私
が
結
婚
し
て
子
供
が
小
学
一
年
生
に
な
っ
た

頃
、
夏
休
み
に
奄
美
大
島
に
旅
行
し
た
。
与
論
島

の
碧
い
海
が
見
た
い
と
一
大
決
心
を
し
て
出
か
け

た
旅
だ
っ
た
。
そ
の
つ
い
で
に
奄
美
大
島
に
寄
っ

た
の
だ
。
観
光
タ
ク
シ
ー
の
運
転
手
が
連
れ
行
っ

て
く
れ
た
の
が
、
大
島
紬
を
作
っ
て
い
る
観
光
セ

ン
タ
ー
だ
っ
た
。
そ
こ
で
展
示
し
て
あ
る
着
物
を

見
る
な
り
、
私
の
心
は
一
瞬
に
し
て
遠
く
離
れ
た

懐
か
し
い
故
郷
の
山
に
飛
ん
だ
。

 

「
あ
っ
、
こ
れ…

…

、
母
ち
ゃ
ん
が
着
て
い
た
着

物
と
同
じ
柄
だ…

…

」

　
母
の
高
揚
し
た
顔
を
包
ん
だ
着
物
が
こ
ん
な
南

の
島
で
作
ら
れ
て
い
た
と
は
驚
き
だ
っ
た
。
光
沢

の
あ
る
黒
を
出
す
た
め
に
泥
に
ま
み
れ
て
染
め
る

の
だ
と
い
う
。
寸
分
の
狂
い
も
な
く
点
と
点
を
交

差
さ
せ
て
織
ら
れ
た
繊
細
で
見
事
な
柄
は
、
一
ミ

リ
で
も
狂
っ
た
ら
緻
密
な
デ
ザ
イ
ン
が
崩
れ
て
し

ま
う
。
気
の
遠
く
な
る
よ
う
な
忍
耐
と
集
中
力
の

た
ま
も
の
だ
。
大
島
紬
と
は
沢
山
の
職
人
の
魂
が

こ
も
っ
て
い
る
宝
石
の
よ
う
な
着
物
な
の
だ
。

　
食
い
入
る
よ
う
に
大
島
紬
を
見
つ
め
て
い
と
、

な
ん
と
夫
が
眼
鏡
ケ
ー
ス
を
買
っ
て
く
れ
た
。
手

に
取
っ
て
精
緻
な
幾
何
学
模
様
を
見
て
い
る
と
、

十
年
前
に
逝
っ
た
母
の
面
影
が
浮
か
ん
だ
。

一
般・高
校
の
部

佳
作　母

が
華
や
い
だ
日

愛
知
県
稲
沢
市

　菱
川

　町
子

ー第５回たつごうエッセイコンテスト「大島紬」ー

主催：たつごうエッセイコンテスト実行委員会    後援：奄美新聞社 / 南海日々新聞社 / 南日本新聞社 / エフエムたつごう / 龍郷町
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　特別協賛：（公財）奄美群島地域産業振興基金協会

エッセイコンテスト作品集
　■第４回「西郷さん」
　■第５回「大島紬」

一冊 200 円

龍郷町役場
企画観光課にて

販売中

りゅうゆう館文化ホール
宮田  大（チェロ）　ジュリアン・ジェルネ（ピアノ）

国際的に活躍している宮田大氏と、ジュリアン・ジェルネ
氏がお届けする超豪華なトーク＆名曲コンサート

前売り 2,000円　当日券 2,500円（一般チケットのみ販売）
※小学生～一般まで同額　※未就学児の入場はご遠慮ください

宮田大チェロコンサート  in  たつごう
   ～碧い海に抱かれて～ 

 日 時 ：

 場 所 ：

出 演 者：

公演内容：

入 場 料：

2019年11月26日(火)　18:00開場 / 19:00開演

問合せ先 ： 龍郷町クラシックコンサート実行委員会事務局（龍郷町教育委員会内）
　　　　　☎ 0997-69-4532　　  edu-a@town.tatsugo.lg.jp

りゅうゆう館、りゅうがく館など
町内外で販売開始します。前売り券絶賛発売中
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め
ん
な
さ
い
」
に
「
ご
め
ん
な
さ
い
」
を

込
め
て
謝
っ
た
。
素
直
に
な
れ
な
い
私
が
成
長

す
る
ま
で
は
、
母
と
何
度
ぶ
つ
か
る
だ
ろ
う
。

ぶ
つ
か
っ
て
し
ま
い
、
謝
れ
な
い
時
は
紬
を
思

い
だ
そ
う
。
そ
し
て
私
は
言
葉
に
気
持
ち
を
織
っ

て
「
ご
め
ん
な
さ
い
」
と
届
け
た
い
。

学
生
の
部

特
別
賞　気

持
ち
の
織
り
物

龍
郷
町
赤
尾
木

　大
木

　ひ
か
り

　
大
島
紬
を
見
る
と
ナ
フ
タ
リ
ン
の
匂
い
と
と
も

に
母
を
思
い
出
す
。
町
の
小
さ
な
釣
具
店
に
生
ま

れ
た
母
は
、
ど
う
い
う
い
き
さ
つ
か
今
と
な
っ
て

は
知
る
由
も
な
い
が
、
山
に
囲
ま
れ
た
田
舎
に
嫁

い
で
き
た
。
そ
ん
な
田
舎
で
一
年
に
数
回
、
母
が

華
や
い
で
見
え
る
日
が
あ
っ
た
。
ナ
フ
タ
リ
ン
の

匂
い
を
茅
葺
き
屋
根
の
田
舎
家
に
た
だ
よ
わ
せ
な

が
ら
、
母
は
ぴ
ん
と
背
筋
を
の
ば
し
シ
ュ
ッ
シ
ュ
ッ

と
い
う
衣
擦
れ
の
音
と
と
も
に
出
か
け
て
い
く
。

次
の
日
母
は
着
物
を
た
た
み
、
ナ
フ
タ
リ
ン
と
と

も
に
愛
お
し
そ
う
に
箪
笥
に
し
ま
っ
た
。

　
そ
れ
が
大
島
紬
で
あ
る
と
知
っ
た
の
は
母
逝
っ

て
遺
品
の
形
見
分
け
を
し
た
時
だ
っ
た
。
そ
の
時

始
め
て
じ
っ
く
り
見
て
み
る
と
、
柄
は
気
の
遠
く

な
る
よ
う
な
無
数
の
点
で
構
成
さ
れ
て
い
た
。
友

禅
の
よ
う
に
派
手
で
は
な
い
が
凛
と
し
た
美
し
さ

が
あ
っ
た
。

　
私
が
結
婚
し
て
子
供
が
小
学
一
年
生
に
な
っ
た

頃
、
夏
休
み
に
奄
美
大
島
に
旅
行
し
た
。
与
論
島

の
碧
い
海
が
見
た
い
と
一
大
決
心
を
し
て
出
か
け

た
旅
だ
っ
た
。
そ
の
つ
い
で
に
奄
美
大
島
に
寄
っ

た
の
だ
。
観
光
タ
ク
シ
ー
の
運
転
手
が
連
れ
行
っ

て
く
れ
た
の
が
、
大
島
紬
を
作
っ
て
い
る
観
光
セ

ン
タ
ー
だ
っ
た
。
そ
こ
で
展
示
し
て
あ
る
着
物
を

見
る
な
り
、
私
の
心
は
一
瞬
に
し
て
遠
く
離
れ
た

懐
か
し
い
故
郷
の
山
に
飛
ん
だ
。

 

「
あ
っ
、
こ
れ…

…

、
母
ち
ゃ
ん
が
着
て
い
た
着

物
と
同
じ
柄
だ…

…

」

　
母
の
高
揚
し
た
顔
を
包
ん
だ
着
物
が
こ
ん
な
南

の
島
で
作
ら
れ
て
い
た
と
は
驚
き
だ
っ
た
。
光
沢

の
あ
る
黒
を
出
す
た
め
に
泥
に
ま
み
れ
て
染
め
る

の
だ
と
い
う
。
寸
分
の
狂
い
も
な
く
点
と
点
を
交

差
さ
せ
て
織
ら
れ
た
繊
細
で
見
事
な
柄
は
、
一
ミ

リ
で
も
狂
っ
た
ら
緻
密
な
デ
ザ
イ
ン
が
崩
れ
て
し

ま
う
。
気
の
遠
く
な
る
よ
う
な
忍
耐
と
集
中
力
の

た
ま
も
の
だ
。
大
島
紬
と
は
沢
山
の
職
人
の
魂
が

こ
も
っ
て
い
る
宝
石
の
よ
う
な
着
物
な
の
だ
。

　
食
い
入
る
よ
う
に
大
島
紬
を
見
つ
め
て
い
と
、

な
ん
と
夫
が
眼
鏡
ケ
ー
ス
を
買
っ
て
く
れ
た
。
手

に
取
っ
て
精
緻
な
幾
何
学
模
様
を
見
て
い
る
と
、

十
年
前
に
逝
っ
た
母
の
面
影
が
浮
か
ん
だ
。

一
般・高
校
の
部

佳
作　母

が
華
や
い
だ
日

愛
知
県
稲
沢
市

　菱
川

　町
子

ー第５回たつごうエッセイコンテスト「大島紬」ー

主催：たつごうエッセイコンテスト実行委員会    後援：奄美新聞社 / 南海日々新聞社 / 南日本新聞社 / エフエムたつごう / 龍郷町
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　特別協賛：（公財）奄美群島地域産業振興基金協会

エッセイコンテスト作品集
　■第４回「西郷さん」
　■第５回「大島紬」

一冊 200 円

龍郷町役場
企画観光課にて

販売中

りゅうゆう館文化ホール
宮田  大（チェロ）　ジュリアン・ジェルネ（ピアノ）

国際的に活躍している宮田大氏と、ジュリアン・ジェルネ
氏がお届けする超豪華なトーク＆名曲コンサート

前売り 2,000円　当日券 2,500円（一般チケットのみ販売）
※小学生～一般まで同額　※未就学児の入場はご遠慮ください

宮田大チェロコンサート  in  たつごう
   ～碧い海に抱かれて～ 

 日 時 ：

 場 所 ：

出 演 者：

公演内容：

入 場 料：

2019年11月26日(火)　18:00開場 / 19:00開演

問合せ先 ： 龍郷町クラシックコンサート実行委員会事務局（龍郷町教育委員会内）
　　　　　☎ 0997-69-4532　　  edu-a@town.tatsugo.lg.jp

りゅうゆう館、りゅうがく館など
町内外で販売開始します。前売り券絶賛発売中
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町
の
動
き

令
和
元
年

11
月
号

た
つ
ご
う

エ
ッ
セ
イ

り
ゅ
う
が
く
館

保
健
福
祉
課

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

議
会
だ
よ
り

ト
ピ
ッ
ク
ス

高
齢
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会

町
相
撲
大
会

保
健
福
祉
課

そ
の
他

お
知
ら
せ

1

1
1

令和２年度
春採用 陸海空 自衛官募集 あなたの気持ちが、

この国を守るチカラになる。

防衛省自衛隊鹿児島地方協力本部

奄美大島駐在員事務所☎５３－９１０３国家を守る公務員

島
嶼
防
衛
を
考
え
る

新
編 

奄
美
警
備
隊
の
役
割

　
第
39
回
防
衛
問
題
セ
ミ
ナ
ー
の
お
知
ら

せ
で
す
。入
場
は
無
料
で
す
。

日
時
・
場
所

11
月
17
日（
日
）

開
場
／
14
時
30
分
　
開
演
／
15
時

奄
美
観
光
ホ
テ
ル
４
階

講
師
及
び
講
演
テ
ー
マ

１
．「
島
を
守
る
こ
と
と
は…

」日
本
大
学

危
機
管
理
学
部
／
勝
股 

秀
通 

教
授

２
．「
奄
美
大
島
に
所
住
す
る
陸
上
自
衛
隊

の
概
要
」陸
上
自
衛
隊
奄
美
警
備
隊
長
１

等
陸
佐
／
平
田 
浩
二 

事
前
の
申
込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
が
、

ご
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
席
を
お
取
り
置
き

い
た
し
ま
す
。（
座
席
数
２
０
０
席
）会
場

駐
車
場
に
は
限
り
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

周
辺
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

主
催
　
防
衛
省
九
州
防
衛
局

共
催
　
奄
美
市

後
援
　
奄
美
大
島
商
工
会
議
所

協
力
　
自
衛
隊
鹿
児
島
地
方
協
力
本
部

問
合
せ
先

九
州
防
衛
局
企
画
部
地
方
調
整
課
地
方
協

力
確
保
室  

☎
０
９
２-

４
８
３-

８
８
１
６

　
幾
里
集
落
で
は
、一
般
財

団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

の
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広

報
次
号
で
あ
る「
平
成
31
年

度
一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成

事
業
」を
活
用
し
、音
響
設

備
・
テ
ー
ブ
ル
・
扇
風
機
・
テ

レ
ビ
等
の
備
品
を
整
備
し
ま

し
た
。備
品
は
秋
名
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
設

置
さ
れ
、今
年
の
敬
老
会
や
種
下
ろ
し
等
の
集
落

行
事
に
活
用
さ
れ
て
お
り
、今
後
も
地
域
に
根
差

し
た
様
々
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
活
性
化
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
と
は…

　
一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
は
、宝
く

じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
と
し
て
、宝
く
じ
の
受

託
事
業
収
入
を
財
源
と
し
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に

必
要
な
備
品
や
集
会
施
設
の
整
備
、安
全
な
地
域

づ
く
り
と
共
生
の
ま
ち
づ
く
り
、地
域
文
化
へ
の

支
援
や
地
域
の
国
際
化
の
推
進
お
よ
び
活
力
の

あ
る
地
域
づ
く
り
等
に
対
し
て
助
成
を
行
い
、地

域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
充
実
・
強
化
を
図
る
こ

と
に
よ
り
、地
域
社
会
の
健
全
な
発
展
と
住
民
福

祉
の
向
上
に
寄
与
す
る
た
め
の「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助

成
事
業
」を
行
っ
て
い
ま
す
。

集
落
の
活
性
化
に
一
役
！
宝
く
じ
助
成
事
業

一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

「コミュニティ助成事業」の詳細については、一般財団法人自治総合センターのホームページをご覧ください。
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龍郷町
議会だより

発行 / 龍郷町議会
編集 / 議会だより編集委員会
〒 894-0192
大島郡龍郷町浦 110 番地
ＴＥＬ 0997-62-3111（内線 2272）
ＦＡＸ 0997-62-2535

・一般質問（６名が登壇）・・・・・・11～ 16ページ

・議決結果   ・・・・・・・・・・・17ページ

令和元年第３回定例会

第１８４号

赤徳保育所の子どもたち ( 赤尾木湾）　

町
の
動
き

令
和
元
年

11
月
号

た
つ
ご
う

エ
ッ
セ
イ

り
ゅ
う
が
く
館

保
健
福
祉
課

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

議
会
だ
よ
り

ト
ピ
ッ
ク
ス

高
齢
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会

町
相
撲
大
会

保
健
福
祉
課

そ
の
他

お
知
ら
せ
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①観光振興について

②農政について

伊集院　巖　議員
P14

①ITアイランド構想について

②農福連携について

③教職員の働き方改革について

平岡　馨　議員
P13

①第一次産業の振興について

②観光産業の振興について

岩﨑　晴海　議員
P15

①教育行政について
②保育行政について
③基金の活用について
④事務分掌管理について

圓山　和昭　議員
P12

①国道58号線（名瀬～空港線）について

②龍郷消防分署の体制について

③教育行政について

川畑　信一　議員
P1６

①福祉行政について
②地域活性化について
③子育て支援について
④戸口港湾の整備について

德永　義郎　議員
P11

一般質問とは…

　各議員が住民の代表として 、町の行財政全般にわたり 、
事務の執行状況や将来に対する方針を聞き 、町当局の考
え方や疑問点をただすことです。
　単に疑問を解消し、事実関係を明らかにするだけでなく 、
現行政策の見直しや新規政策を提言する議員の重要な活
動です。
　本町議会の質問時間は、１人60分以内となっています。

一般質問

※掲載内容については、質問者が質問と答弁を要約し、
　龍郷町議会広報委員会が編集したものです。

町政を問う

町
の
動
き

令
和
元
年

11
月
号

た
つ
ご
う

エ
ッ
セ
イ

り
ゅ
う
が
く
館

保
健
福
祉
課

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

議
会
だ
よ
り

ト
ピ
ッ
ク
ス

高
齢
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会

町
相
撲
大
会

保
健
福
祉
課

そ
の
他

お
知
ら
せ
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問　

　

障
が
い
者
雇
用
状
況
に
つ
い

て
。

　

答
（
町
長
）　

　

国
・
地
方
公
共
団
体
等
の
法
定

雇
用
率
は
２
・
５
％
、
都
道
府
県

等
の
教
育
委
員
会
は
２
・
４
％
と

な
っ
て
お
り
、
対
象
と
な
る
企

業
は
国
へ
の
報
告
義
務
が
あ
り

ま
す
。
町
内
各
企
業
の
障
が
い

の
あ
る
方
の
雇
用
人
数
に
つ
い

て
厚
労
省
や
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に

問
合
せ
ま
し
た
が
、
ど
ち
ら
も

分
か
ら
な
い
と
の
回
答
で
し
た
。

該
当
の
可
能
性
の
あ
る
事
業
所

に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
法
定
雇
用

率
は
達
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

問　

　

農
・
福
連
携
に
よ
る
取
組
状
況

は
ど
の
様
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

ら
く
お
時
間
を
頂
き
た
い
と
思

い
ま
す
。Ｉ
Ｔ
の
人
材
確
保
な
ど
、

最
適
か
つ
有
効
な
手
段
や
事
業

に
つ
い
て
は
今
後
と
も
多
角
的

に
研
究
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

問　

　

給
食
の
無
償
化
に
つ
い
て
の

本
町
の
お
考
え
は
。

　

答
（
教
育
長
）　

　

平
成
30
年
度
、
小
中
学
生
の
給

食
費
負
担
金
、
米
・
パ
ン
・
牛
乳

代
を
合
わ
せ
て
約
３
千
万
円
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

単
年
度
事
業
で
は
な
く
継
続

事
業
と
な
り
ま
す
の
で
継
続
的

に
積
み
上
げ
る
と
多
大
な
財
源

と
な
り
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
と
し
ま
し
て
は
、

す
で
に
他
の
事
業
で
で
も
無
償

化
や
補
助
を
継
続
的
に
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
財
源
等
、

課
題
も
あ
る
た
め
、
今
後
の
検
討

課
題
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

德永 義郎 議員

　

答
（
町
長
）　

　

障
が
い
者
の
方
の
自
立
支
援

に
向
け
て
、
農
業
を
訓
練
に
取
り

入
れ
て
い
る
事
業
所
お
よ
び
就

労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
所
が
５

事
業
所
あ
り
、
個
人
個
人
の
就
労

ス
テ
ッ
プ
に
合
わ
せ
た
支
援
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。一
次
産
業・

二
次
産
業
・
三
次
産
業
へ
多
角

的
に
取
り
組
み
六
次
産
業
を
し

て
い
る
事
業
所
が
２
カ
所
あ
り
、

障
が
い
の
あ
る
方
が
生
き
生
き

と
生
活
の
質
の
向
上
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
い
る
状
況
で
す
。

　

問　

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
事
業
展

開
は
ど
の
様
に
な
っ
て
い
る
の

か
。

　

答
（
町
長
）　

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
関
連
の
事
業
所
が
奄

美
市
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
に

加
え
、
本
町
に
最
も
適
し
た
活

用
の
方
針
や
事
業
展
開
に
つ
い

て
は
、
未
だ
研
究
検
討
段
階
で
あ

り
具
体
的
な
施
策
の
展
開
や
ビ

ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
、
今
し
ば

　

問　

　

戸
口
港
湾
で
の
ト
イ
レ
の
設

置
の
予
定
は
ど
の
様
に
な
っ
て

い
る
の
か
。　

　

答
（
町
長
）　

　

戸
口
港
に
お
い
て
は
戸
口
漁

業
者
組
合
の
要
望
に
よ
り
施
設

内
の
舗
装
を
昨
年
か
ら
実
施
し
、

今
年
度
、
計
画
部
分
の
舗
装
を
完

了
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

ト
イ
レ
の
設
置
の
予
定
は
、
現

在
、
計
画
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
地

区
住
民
や
関
係
者
の
意
見
を
伺

い
調
整
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
賜
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

福
祉
行
政
に
つ
い
て

地
域
活
性
化
に
つ
い
て

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

戸
口
港
湾
の
整
備
に
つ
い
て

次の定例会は12月中旬を
予定しています

あなたも議会を傍聴してみませんか？

場所：龍郷町役場２Ｆ

当日は受付用紙に

住所氏名を記入

するだけです。

現在の戸口港

町
の
動
き

令
和
元
年

11
月
号

た
つ
ご
う

エ
ッ
セ
イ

り
ゅ
う
が
く
館

保
健
福
祉
課

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

議
会
だ
よ
り

ト
ピ
ッ
ク
ス

高
齢
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会

町
相
撲
大
会

保
健
福
祉
課

そ
の
他

お
知
ら
せ
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教
育
行
政
に
つ
い
て

基
金
の
活
用
に
つ
い
て

事
務
分
掌
管
理
に
つ
い
て

保
育
行
政
に
つ
い
て

　

問　

　

小
・
中
学
校
普
通
教
室
エ
ア

コ
ン
設
置
に
つ
い
て
対
応
は
。

　

答
（
教
育
長
）　

　

財
源
上
の
観
点
か
ら
エ
ア
コ

ン
に
代
わ
る
ス
ポ
ッ
ト
ク
ー

ラ
ー
の
試
験
を
行
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

問　

　

期
待
す
る
効
果
が
得
ら
れ
な

か
っ
た
場
合
の
対
応
は
。

　

答
（
教
委
事
務
局
長
）　

　

家
庭
用
ク
ー
ラ
ー
等
も
検

討
し
て
い
る
。
通
常
の
エ
ア

コ
ン
と
な
る
と
、
大
き
さ
に

よ
っ
て
導
入
に
は
１
０
０
万
～

２
０
０
万
は
か
か
り
ま
す
。

　

問　

　

導
入
に
向
け
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
と
課
題
は
。

　

幼
児
教
育
無
償
化
に
伴
う
課

題
と
対
応
は
。

　

答
（
町
長
）　

　

本
町
の
３
歳
～
５
歳
の
子
ど

も
は
約
98
％
が
保
育
所
を
利
用

し
て
い
る
た
め
、
待
機
児
童
増

加
や
保
育
士
不
足
の
課
題
は
な

い
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

問　

　

平
成
30
年
度
に
設
置
し
た

「
龍
郷
町
保
育
所
あ
り
方
検
討

委
員
会
」
の
進
捗
と
成
果
は
。

　

答
（
町
長
）　

　

町
内
保
育
所
の
統
廃
合
、
民

営
化
を
検
討
す
る
と
い
う
趣
旨

で
設
置
し
ま
し
た
。
計
画
で
は

10
月
に
最
終
報
告
の
予
定
で

あ
っ
た
が
、
幼
児
教
育
無
償
化

等
の
制
度
改
正
が
あ
り
改
め
て

協
議
し
、
令
和
２
年
２
月
中
に

報
告
を
行
う
予
定
で
す
。

　
　

　

問　

　

安
全
安
心
対
策
基
金
の
活
用

状
況
は
。

　

答
（
町
長
）　

　

今
年
３
月
に
創
設
し
て
か
ら
、

同
基
金
を
財
源
と
し
て
実
施
さ

れ
た
事
業
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

　

問　

　

基
金
活
用
後
に
積
み
戻
す
財

源
を
ど
う
確
保
す
る
か
。

　

答
（
町
長
）　

　

財
政
調
整
基
金
の
一
部
を
振

り
替
え
て
創
設
さ
れ
た
が
、
決

算
時
に
そ
の
２
分
の
１
以
上
の

金
額
を
積
み
戻
す
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。

　

問　

　

町
民
の
人
材
育
成
、
キ
ャ
リ

ア
ア
ッ
プ
な
ど
ソ
フ
ト
事
業
に

も
活
用
可
能
か
。

　

答
（
企
画
観
光
課
長
）　

　

原
則
ハ
ー
ド
事
業
で
は
あ
る

が
、
住
民
か
ら
の
要
望
や
必
要

性
を
勘
案
し
な
が
ら
町
長
が
認

め
る
場
合
は
活
用
可
能
と
考
え

ま
す
。

　

問　

　

人
事
配
置
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン
と
業
務
の
属
人
化
へ
の
見
解

は
。

　

答
（
町
長
）　

　

職
員
の
自
己
申
告
に
よ
る
諸

事
情
や
、
概
ね
４
年
以
上
を
異

動
対
象
職
員
と
し
て
人
事
配
置

等
を
行
っ
て
い
る
が
、
業
務
に

よ
っ
て
は
、
専
門
技
術
者
の
不

足
に
よ
り
、
特
定
の
職
員
が
永

年
同
じ
業
務
を
し
て
い
る
部
門

も
あ
る
。
職
員
採
用
募
集
の
拡

大
や
、
研
修
の
実
施
に
よ
り
職

員
の
モ
ラ
ル
向
上
や
専
門
知
識

の
習
得
な
ど
に
よ
り
質
の
高
い

住
民
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る

よ
う
努
め
て
参
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

問　

　

ふ
る
さ
と
納
税
の
事
務
処
理

ミ
ス
の
原
因
と
対
策
、
対
応
に

つ
い
て
。

　

答
（
町
長
）　

　

電
子
媒
体
申
請
事
務
操
作
ミ

ス
が
原
因
で
あ
り
、
チ
ェ
ッ
ク

体
制
の
甘
さ
が
大
き
な
要
因
で

す
。関
係
各
課
の
連
携
の
徹
底
、

業
務
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
作
成
、

ふ
る
さ
と
納
税
業
務
担
当
者
の

専
任
化
の
検
討
な
ど
を
考
え
て

い
ま
す
。
担
当
職
員
に
よ
る
費

用
の
補
填
は
考
え
て
ご
ざ
い
ま

せ
ん
。

圓山 和昭 議員

　

答
（
教
委
事
務
局
長
）　

　

10
月
い
っ
ぱ
い
で
成
果
が
出

ま
し
た
ら
、
令
和
２
年
度
の
当

初
予
算
に
要
求
し
順
次
対
応
し

て
行
く
予
定
で
す
。

　

問　

　

来
年
度
か
ら
小
学
校
で
必
修

化
と
な
る
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教

育
に
つ
い
て
課
題
と
対
応
は
。

　

答
（
教
育
長
）　

　

管
理
職
研
修
会
に
お
け
る
教

育
課
程
へ
の
位
置
づ
け
の
確

認
、
先
生
方
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
研
修
会
へ
の
参
加
と
周
知
徹

底
、
算
数
や
理
科
の
教
科
書
に

あ
る
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
用
い
た
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
関
す
る
学
習

活
動
等
に
つ
い
て
支
援
し
て
い

く
予
定
で
す
。

　

す
べ
て
の
学
校
に
無
線
Ｌ
Ａ

Ｎ
整
備
済
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
パ

ソ
コ
ン
を
２
・
９
人
に
１
台
の

割
合
で
導
入
済
。
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
も
役
場
と
同
じ
レ
ベ
ル
な

の
で
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。

　

問　

町
の
動
き

令
和
元
年

11
月
号

た
つ
ご
う

エ
ッ
セ
イ

り
ゅ
う
が
く
館

保
健
福
祉
課

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

議
会
だ
よ
り

ト
ピ
ッ
ク
ス

高
齢
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会

町
相
撲
大
会

保
健
福
祉
課

そ
の
他

お
知
ら
せ
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問　

　

町
と
し
て
Ｉ
Ｔ
関
連
企
業
誘

致
に
向
け
て
の
考
え
は
な
い
の

か
。

　

答
（
町
長
）　

　

情
報
分
野
の
振
興
に
つ
い
て

は
、
奄
美
群
島
成
長
戦
略
ビ

ジ
ョ
ン
の
３
本
柱
の
ひ
と
つ
で

あ
り
、
Ｉ
Ｔ
関
連
企
業
の
誘
致

も
含
め
て
、
本
町
の
光
フ
ァ
イ

バ
ー
網
を
活
か
し
た
情
報
分
野

の
振
興
に
つ
い
て
、
奄
美
群
島

成
長
戦
略
推
進
交
付
金
を
活
用

し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
参
り
ま

す
。

　

問　

　

Ｉ
Ｔ
ア
イ
ラ
ン
ド
セ
ン
タ
ー

オ
フ
ィ
ス
、
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス

ペ
ー
ス
の
設
置
計
画
は
な
い
の

か
。

　

問　

　

龍
郷
町
と
し
て
の
取
り
組
み

は
。

　

答
（
町
長
）　

　

農
林
部
門
と
、
保
健
福
祉
部

門
で
会
議
を
持
っ
た
り
、
情
報

交
換
を
し
た
り
と
い
う
こ
と
は

取
り
組
ん
で
お
り
ま
せ
ん
。
そ

の
他
の
取
り
組
み
と
し
て
５
市

町
村
で
「
奄
美
地
区
地
域
自
立

支
援
協
議
会
」
を
設
立
し
、
地

域
に
お
け
る
障
が
い
福
祉
関
係

者
に
よ
る
連
携
や
支
援
体
制
、

地
域
の
課
題
、
新
た
な
支
援
方

法
な
ど
協
議
を
継
続
し
て
い
ま

す
。
今
後
、
農
業
部
門
、
福
祉

部
門
、
行
政
が
一
体
と
な
り
、

き
め
細
か
な
支
援
体
制
を
検
討

で
き
る
場
と
し
て
、
奄
美
地
区

地
域
自
立
支
援
協
議
会
を
活
用

し
、
関
係
課
で
農
福
連
携
が
推

進
で
き
る
よ
う
情
報
交
換
等
、

調
整
し
て
参
り
ま
す
。

　

問　

　

教
職
員
の
時
間
外
勤
務
の
実

態
は
。

平岡 馨 議員

　

答
（
町
長
）　

　

奄
美
群
島
成
長
戦
略
推
進
交

付
金
事
業
を
活
用
し
、
観
光
分

野
の
振
興
を
目
的
と
し
た
「
民

泊
を
核
と
し
た
奄
美
ら
し
さ
体

験
促
進
事
業
」
を
実
施
し
て
お

り
ま
す
が
、
令
和
２
年
度
で
終

了
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
今
後
の
状
況
や
動
向
を
見

極
め
な
が
ら
計
画
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

答
（
教
育
長
）　

　

５
日
間
の
調
査
を
１
か
月
に

換
算
し
た
時
間
外
勤
務
の
予
想

は
、
20
時
間
未
満
の
小
学
校
教

諭
は
24
％
、
中
学
校
教
諭
は

41
％
、
20
時
間
～
40
時
間
勤
務

教
諭
は
、
小
学
校
で
44
％
、
中

学
校
で
32
％
、
40
時
間
以
上

の
時
間
外
勤
務
が
小
学
校
で

32
％
、
中
学
校
で
27
％
と
の
結

果
が
出
て
い
る
。

　

こ
の
実
態
調
査
の
結
果
か

ら
、時
間
の
差
は
あ
り
ま
す
が
、

ほ
と
ん
ど
の
教
員
が
時
間
外
勤

務
を
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

問　

　

毎
年
国
や
県
に
対
し
て
定
数

改
善
、
加
配
教
員
の
増
員
を
要

望
し
て
い
る
の
か
。

　

答
（
教
育
長
）　

　

教
職
員
定
数
に
は
、
児
童
生

徒
の
数
に
よ
っ
て
決
ま
る
基
礎

定
数
と
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
対

す
る
加
配
定
数
の
２
つ
の
区
分

が
あ
り
、主
な
加
配
と
し
て
は
、

「
６
学
級
フ
リ
ー
プ
ラ
ン
」、「
飛

び
複
式
解
消
加
配
」等
が
あ
り
、

本
町
で
は
円
小
学
校
が
飛
び
複

式
解
消
で
１
名
加
配
さ
れ
て
い

ま
す
。　

龍
南
中
学
校
で
は「
少

人
数
指
導
」
で
１
名
、
英
語
の

「
専
科
加
配
」
で
１
名
、
龍
北

中
学
校
で
「
免
許
外
教
科
担
当

解
消
」
で
１
名
の
加
配
が
配
置

さ
れ
て
い
ま
す
。
児
童
生
徒
や

学
校
の
実
態
に
応
じ
て
、
毎
年

強
く
要
望
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　

問　

　

全
国
的
に
い
じ
め
に
よ
る
自

殺
な
ど
が
報
告
さ
れ
て
い
る
が

本
町
の
現
状
は
。

　

答
（
教
育
長
）　

　

平
成
29
年
度
の
い
じ
め
認
知

件
数
は
小
学
校
で
２
件
、
中
学

校
で
７
件
の
計
９
件
、
平
成
30

年
度
は
、
小
学
校
で
３
件
、
中

学
校
で
２
件
の
計
５
件
で
早
期

発
見
、
早
期
解
決
、
予
防
的
な

生
徒
指
導
体
制
と
組
織
と
し
て

の
取
り
組
み
が
定
着
し
て
き
て

い
る
成
果
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。
児
童
生
徒
の
観
察
、面
談
、

教
育
相
談
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ

る
早
期
発
見
な
ど
に
ど
の
学
校

も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

Ｉ
Ｔ
ア
イ
ラ
ン
ド
構
想
に
つ
い
て

農
福
連
携
に
つ
い
て

教
職
員
の
働
き
方
改
革
に
つ
い
て

旧校舎を活用したコワーキングスペース（大分県姫島村）

町
の
動
き

令
和
元
年

11
月
号

た
つ
ご
う

エ
ッ
セ
イ

り
ゅ
う
が
く
館

保
健
福
祉
課

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

議
会
だ
よ
り

ト
ピ
ッ
ク
ス

高
齢
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会

町
相
撲
大
会

保
健
福
祉
課

そ
の
他

お
知
ら
せ
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問　

　

龍
郷
小
浜
地
区
の
公
園
整
備

の
進
捗
状
況
と
町
単
独
整
備
地

区
の
整
備
案
は
。

　

答
（
町
長
）　

　

現
在
、
鹿
児
島
県
が
魅
力
あ

る
観
光
地
づ
く
り
事
業
に
ぎ
わ

い
回
廊
整
備
と
し
て
、
平
成
30

年
度
か
ら
整
備
を
す
す
め
て
お

り
、
最
終
的
な
工
事
完
了
の
時

期
に
つ
き
ま
し
て
は
、
町
が
整

備
を
行
う
、「
西
郷
第
２
の
潜

居
地
」
の
整
備
と
同
時
期
の
完

了
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
町
が
行
う
「
西
郷
第
２
の

潜
居
地
」
の
整
備
案
に
つ
き
ま

し
て
は
、
当
初
「
西
郷
記
念

館
」
の
整
備
を
計
画
し
て
お
り

ま
し
た
が
、
周
辺
の
既
存
施
設

が
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、「
記

念
館
」
の
整
備
は
行
わ
ず
、「
銅

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
昨
年
11

月
に
は
、
各
集
落
よ
り
２
名

程
度
参
加
を
依
頼
し
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
後
、
10
月
以
降
に
２
回
程
度

地
域
住
民
参
加
型
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、
ル
ー
ト

選
定
を
す
る
運
び
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　

問　

　

農
作
物
の
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る

被
害
対
策
は
。

　

答
（
町
長
）　

　

被
害
に
つ
い
て
例
年
に
比
べ

多
く
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
お

り
ま
し
て
、
現
地
を
確
認
後
町

猟
友
会
に
捕
獲
の
依
頼
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。
本
町
と
し
ま
し

て
も
、
農
作
物
の
イ
ノ
シ
シ
被

害
が
深
刻
な
状
況
で
あ
る
と
認

識
し
て
お
り
、
効
果
的
な
対
策

と
し
て
、
地
域
ぐ
る
み
で
「
寄

せ
付
け
な
い
」、
防
護
柵
等
で

「
侵
入
を
防
止
す
る
」、
捕
獲
に

よ
り
「
個
体
数
を
減
ら
す
」
こ

の
３
つ
の
基
本
的
な
取
り
組
み

を
推
進
し
、
被
害
防
止
に
努
め

て
参
り
ま
す
。

　

問　

　

特
殊
病
害
虫
の
侵
入
防
止
対

策
は
。

　

答
（
町
長
）　

　

こ
れ
ま
で
ミ
カ
ン
コ
ミ
バ

エ
、
ウ
リ
ミ
バ
エ
、
ア
リ
モ
ド

キ
ゾ
ウ
ム
シ
、
カ
ン
キ
ツ
グ

リ
ー
ニ
ン
グ
病
等
の
特
殊
病
害

虫
が
侵
入
定
着
し
て
お
り
、

国
の
支
援
を
受
け
て
様
々
な
特

殊
病
害
虫
の
根
絶
事
業
に
取
り

組
み
成
果
を
挙
げ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

今
後
も
農
林
水
産
省
植
物
防

疫
所
や
大
島
支
庁
農
政
普
及

課
、
近
隣
の
市
町
村
と
も
連
携

し
、
情
報
を
共
有
し
な
が
ら
こ

れ
ら
の
特
殊
病
害
虫
の
侵
入
監

視
を
継
続
的
に
実
施
し
て
い
く

と
同
時
に
、
侵
入
発
生
時
の
防

除
体
制
に
つ
い
て
も
、
関
係
機

関
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で

参
り
ま
す
。

伊集院 巖 議員

像
」
な
ど
の
設
置
や
、ト
イ
レ
・

休
憩
施
設
等
を
進
め
て
い
く
中

で
、
外
部
か
ら
の
意
見
を
踏
ま

え
な
が
ら
整
備
を
進
め
て
参
り

ま
す
。

　

問　

　

世
界
自
然
遺
産
奄
美
ト
レ
イ

ル
の
本
町
ト
レ
イ
ル
の
ル
ー
ト

選
定
予
定
は
。

　

答
（
町
長
）　

　

既
に
、
平
成
28
年
度
よ
り
県

主
導
の
も
と
奄
美
群
島
の
市
町

村
が
順
次
ル
ー
ト
選
定
を
行
っ

て
お
り
、
龍
郷
町
は
本
年
度

ル
ー
ト
の
選
定
と
マ
ッ
プ
を
作

成
し
、
来
年
度
開
通
を
目
指
し

観
光
振
興
に
つ
い
て

農
政
に
つ
い
て

さとうきびへのイノシシ被害

第１回ワークショップの様子

龍郷小浜地区の公園整備

町
の
動
き

令
和
元
年

11
月
号

た
つ
ご
う

エ
ッ
セ
イ

り
ゅ
う
が
く
館

保
健
福
祉
課

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

議
会
だ
よ
り

ト
ピ
ッ
ク
ス

高
齢
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会

町
相
撲
大
会

保
健
福
祉
課

そ
の
他

お
知
ら
せ
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問　

　

農
業
振
興
に
は
ハ
ウ
ス
施
設

栽
培
が
第
一
と
考
え
ま
す
が
、

町
が
ハ
ウ
ス
等
を
整
備
し
て
、

就
業
者
へ
提
供
す
る
よ
う
な
取

り
組
み
は
出
来
な
い
か
。

　

答
（
町
長
）　

　

本
町
で
は
、
以
前
に
浦
地
区

の
基
盤
整
備
事
業
と
し
て
、
地

区
内
に
園
芸
用
ハ
ウ
ス
用
地
を

整
備
し
て
、
入
植
希
望
者
数
名

の
農
家
就
農
支
援
を
行
っ
た
事

が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
後
ハ
ウ

ス
の
活
用
が
な
さ
れ
な
か
っ
た

経
緯
が
あ
り
ま
す
。

　

現
在
の
奄
振
事
業
で
あ
る
、

成
長
戦
略
交
付
金
を
活
用
と
な

る
と
、
３
戸
以
上
の
受
益
農
家

が
必
要
で
、
条
件
等
が
厳
し

く
、
補
助
事
業
の
導
入
は
困
難

期
間
の
助
成
や
、
研
修
船
の
導

入
な
ど
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

　

答
（
町
長
）　

　

漁
業
就
業
の
た
め
の
助
成
制

度
は
、
群
島
内
に
お
い
て
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
奄
美
市
に
は
１

年
以
上
漁
業
に
従
事
し
た
方

に
、
１
回
限
り
20
万
円
が
支
給

さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
本

町
と
し
て
も
、
漁
業
の
担
い
手

支
援
制
度
の
導
入
を
検
討
し
て

参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

問　

　

漁
業
を
取
り
巻
く
情
勢
は
大

変
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、
漁
協

存
続
も
危
ぶ
ま
れ
て
い
る
の
が

現
状
で
す
。
新
規
に
漁
業
を
始

め
る
に
は
、
体
験
出
来
る
機
会

も
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
農
業
支

援
制
度
の
様
な
研
修
助
成
や
研

修
船
の
対
策
等
は
考
え
ら
れ
な

い
か
。

　

答
（
町
長
）　

　

国
の
離
島
漁
業
新
規
就
業
者

特
例
交
付
金
と
し
て
、
45
歳
以

下
で
３
年
未
満
の
新
規
就
業
者

に
対
し
、
３
年
間
の
漁
船
等
の

リ
ー
ス
に
対
す
る
助
成
制
度
が

あ
り
、減
価
償
却
を
考
慮
し
て
、

岩﨑 晴海 議員

な
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
本
町

独
自
の
就
農
支
援
に
繋
が
る
施

設
用
ハ
ウ
ス
の
導
入
が
出
来
な

い
か
、
検
討
を
進
め
て
参
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

問　

　

全
世
界
で
温
暖
化
に
よ
り
、

異
常
気
象
が
進
ん
で
お
り
、
路

地
で
は
農
作
物
が
思
う
よ
う
に

出
来
な
い
、
ハ
ウ
ス
だ
と
計
画

に
合
わ
せ
た
農
産
物
の
栽
培
が

出
来
る
と
思
い
ま
す
。
議
員
研

修
会
で
も
、
日
本
の
農
産
物
の

自
給
率
は
35
％
で
、
農
林
水
産

事
業
振
興
策
を
ス
ピ
ー
ド
感
を

持
っ
て
進
め
る
べ
き
だ
と
仰
っ

て
ま
す
が
。

　

答
（
町
長
）　

　

今
後
町
に
お
い
て
、
農
業
意

欲
の
あ
る
方
が
ど
れ
ほ
ど
お
ら

れ
る
の
か
、
関
係
機
関
な
ど
の

意
見
を
参
考
に
、
ど
の
様
な
助

成
が
出
来
る
の
か
、
本
町
の
身

の
丈
に
合
っ
た
取
り
組
み
を
検

討
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

問　

　

漁
業
後
継
者
の
育
成
に
は
数

年
の
体
験
が
必
要
で
す
。
研
修

継
続
し
て
使
用
出
来
る
制
度
が

あ
り
ま
す
。
今
後
就
業
計
画
も

精
査
し
、
効
率
的
な
交
付
金
の

活
用
を
推
進
し
て
参
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

　　

問　

　

西
郷
ど
ん
の
放
映
効
果
を
活

用
し
て
、
同
時
に
平
家
伝
説
も

取
り
入
れ
、
今
後
の
自
然
遺
産

登
録
を
見
据
え
た
政
策
は
考
え

ら
れ
な
い
か
。

　

答
（
町
長
）　

　

西
郷
ど
ん
放
映
に
ち
な
ん

で
、
今
後
は
愛
加
那
・
菊
次
郎
・

菊
草
さ
ん
な
ど
を
縁
と
し
て
台

湾
の
宜
蘭
市
や
京
都
市
、
菊
池

市
、
さ
つ
ま
町
と
友
好
都
市
を

締
結
し
ま
し
た
。こ
の
様
な
中
、

奄
美
ト
レ
イ
ル
コ
ー
ス
選
定
を

行
う
に
あ
た
り
、
観
光
案
内
板

等
含
め
、
平
家
伝
説
も
県
内
外

へ
発
信
出
来
る
も
の
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

問　

　

平
行
盛
は
源
氏
が
攻
め
て
き

た
時
、
蒲
生
﨑
と
今
井
﨑
か
ら

狼
煙
を
上
げ
て
戸
口
の
平
行
盛

の
居
住
地
に
知
ら
せ
る
事
に

な
っ
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
て
お

り
ま
す
。
蒲
生
﨑
と
今
井
﨑
か

ら
狼
煙
の
代
わ
り
に
花
火
等
を

打
ち
上
げ
る
な
ど
し
て
、
平
家

伝
説
記
念
行
事
な
ど
は
考
え
ら

れ
な
い
か
。

　

答
（
企
画
観
光
課
長
）　

　

議
員
提
言
は
新
し
い
発
想
と

受
け
止
め
、
今
後
検
討
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

観
光
産
業
振
興
に
つ
い
て

第
一
次
産
業
の
振
興
に
つ
い
て

戸口にある行盛神社町
の
動
き

令
和
元
年

11
月
号

た
つ
ご
う

エ
ッ
セ
イ

り
ゅ
う
が
く
館

保
健
福
祉
課

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

議
会
だ
よ
り

ト
ピ
ッ
ク
ス

高
齢
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会

町
相
撲
大
会

保
健
福
祉
課

そ
の
他

お
知
ら
せ
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町
の
動
き

令
和
元
年

11
月
号

た
つ
ご
う

エ
ッ
セ
イ

り
ゅ
う
が
く
館

保
健
福
祉
課

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

議
会
だ
よ
り

ト
ピ
ッ
ク
ス

高
齢
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会

町
相
撲
大
会

保
健
福
祉
課

そ
の
他

お
知
ら
せ

　

問　

　

バ
ス
待
合
所
の
新
設
に
つ
い

て
　

答
（
町
長
）　

　

バ
ス
停
の
新
設
は
集
落
か
ら

の
要
望
等
を
聞
き
、
緊
急
度
の

高
い
場
所
か
ら
順
次
整
備
し
て

い
ま
す
。
国
道
沿
い
は
県
の
管

理
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
県
と

の
調
整
を
図
り
な
が
ら
、
昨
年

度
は
屋
入
バ
ス
停
、
本
年
度
は

り
ゅ
う
が
く
館
前
バ
ス
停
を
整

備
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

問　

　

本
茶
ト
ン
ネ
ル
か
ら
赤
尾

木
（
空
港
線
・
赤
木
名
線
に
分

か
れ
る
交
差
点
）
ま
で
見
て
み

ま
す
と
①
中
勝
集
落
入
り
口
バ

ス
停
②
大
勝
小
学
校
下
バ
ス
停

（
物
産
館
前
）
③
赤
尾
木
（
久

を
し
な
が
ら
、
早
め
に
新
設
出

来
る
よ
う
検
討
し
ま
す
。

　　

問　

　

現
在
の
活
動
状
況
に
つ
い
て
。

　

答
（
町
長
）　

　

平
成
30
年
度
中
の
出
動
状
況

は
、
火
災
出
動
12
件
、
救
急
出

動
３
５
５
件
（
う
ち
ド
ク
タ
ー

ヘ
リ
を
含
む
支
援
出
動
42
件
）。

そ
の
中
で
、
奄
美
市
笠
利
町
へ

の
応
援
出
動
は
、
火
災
出
動
３

件
、
救
急
出
動
23
件
と
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
他
学
校
や
事
業

所
へ
の
防
火
訓
練
指
導
53
件
、

救
急
講
習
会
23
件
を
実
施
。
火

災
予
防
事
務
と
し
て
、
建
築
物

の
建
築
等
に
か
か
る
消
防
同
意

が
38
件
。
さ
ら
に
、
町
内
に
は

３
０
８
戸
の
防
火
対
象
物
、
53

か
所
の
石
油
等
を
取
り
扱
う
危

険
物
施
設
が
あ
り
、
防
火
対
象

物
へ
の
立
入
検
査
が
38
件
、
危

険
物
施
設
の
規
制
事
務
に
か
か

る
審
査
が
16
件
、
立
入
検
査
を

11
件
処
理
し
て
お
り
、
火
災
予

防
業
務
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

問　

　

本
町
は
、
在
宅
老
人
等
緊
急

通
報
シ
ス
テ
ム
が
、
新
た
に
聴

覚
・
言
語
機
能
障
害
者
が
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
か
ら
通
報
で
き
る[

Ｎ
ｅ

ｔ
１
１
９
通
報
シ
ス
テ
ム]

を

「
大
島
地
区
消
防
本
部
」
は
本

年
度
末
ま
で
に
導
入
予
定
。
出

動
件
数
や
出
動
要
請
が
増
え
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
隊
員
の
緊
張

感
の
増
加
・
緊
急
処
置
の
実
習

研
修
が
疎
か
に
成
ら
な
い
か
危

惧
し
ま
す
。
隊
員
の
数
は
10
年

前
か
ら
同
じ
で
増
員
す
る
考
え

は
な
い
か
。

　

答
（
分
署
長
）　

　

平
成
29
年
度
一
人
退
職
し
て

か
ら
定
員
割
れ
を
起
こ
し
て
い

ま
す
が
、
採
用
試
験
を
行
い
、

定
員
確
保
を
図
り
ま
す
。

　

問　

　

道
路
交
通
法
改
正
に
伴
い
、

２
０
１
７
年
３
月
12
日
以
降
に

取
得
し
た
普
通
免
許
で
運
転
で

き
る
車
両
の
総
重
量
が
３
・
５

ト
ン
未
満
に
な
っ
て
い
る
。
将

来
的
に
は
、
消
防
ポ
ン
プ
車
を

運
転
で
き
な
く
な
り
ま
す
が
、

消
防
団
員
の
準
中
型
免
許
取
得

支
援
は
考
え
な
い
の
か
。

　

答
（
分
署
長
）　

　

免
許
取
得
費
用
は
、
団
員
20

人
分
で
２
３
０
万
円
ほ
ど
掛
か

る
の
で
、
助
成
制
度
を
検
討
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

問　

　

外
国
人
児
童
生
徒
に
対
す
る

施
策
と
そ
の
実
践
に
つ
い
て
。

　

答
（
教
育
長
）　

　

本
町
に
は
、
国
際
結
婚
家
庭

の
子
供
た
ち
が
何
名
か
在
籍
し

て
い
ま
す
が
、
そ
の
受
け
入
れ

と
し
て
は
、
住
民
票
の
転
入
届

に
従
い
、
就
学
す
る
児
童
生
徒

の
実
態
や
保
護
者
の
希
望
も
考

慮
し
て
、
就
学
す
る
学
校
を
指

定
し
て
い
ま
す
。

日
本
語
の
学
習
が
必
要
な
児
童

生
徒
に
つ
い
て
は
、
担
任
及
び

教
科
担
当
の
先
生
や
特
別
支
援

教
育
支
援
員
に
よ
る
支
援
活
動

等
で
、
少
し
で
も
、
学
校
生
活

に
支
障
が
な
い
よ
う
に
取
り
組

ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

川畑 信一 議員

保
商
店
前
）
④
赤
尾
木
（
奄
美

タ
ク
シ
ー
前
）
の
４
か
所
は
待

合
所
が
な
い
こ
と
に
気
づ
か
れ

ま
し
た
か
。
当
局
の
見
解
を
求

め
ま
す
。

　

答
（
企
画
観
光
課
長
）　

　

４
か
所
に
つ
い
て
は
認
識
し

て
い
ま
す
。
緊
急
度
の
高
い
場

所
か
ら
順
次
整
備
し
て
い
く
考

え
で
い
ま
す
。

　

問　

　

町
長
は
、「
目
配
り
・
気
配
り
・

心
配
り
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
し
て

お
り
ま
す
が
、
バ
ス
利
用
者
が

バ
ス
を
待
っ
て
い
る
間
、
雨
に

打
た
れ
て
い
る
光
景
を
見
る
と

心
が
痛
み
ま
す
。
特
に
ハ
ー
ト

ロ
ッ
ク
を
見
に
来
る
観
光
客
や

高
校
・
病
院
に
行
く
年
配
の
方

が
多
く
利
用
す
る
赤
尾
木
（
奄

美
タ
ク
シ
ー
前
）
を
最
優
先
で

追
加
し
て
作
る
予
定
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

　

答
（
町
長
）　

　

待
合
所
は
至
る
所
に
必
要
と

思
っ
て
い
ま
す
。
赤
尾
木
（
奄

美
タ
ク
シ
ー
前
）と
問
わ
ず
に
、

優
先
度
の
高
い
所
を
庁
内
で
検

討
し
集
落
区
長
さ
ん
と
も
協
議

国
道
58
号
線
（
名
瀬
～
空
港

線
）
に
つ
い
て

龍
郷
消
防
分
署
の
体
制
に
つ

い
て

教
育
行
政
に
つ
い
て
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議決結果

（　承　認　）

・龍郷町営住宅設置条例の一部を改正する条例 可決(全員）

（　議　案　）

・龍郷町防災強靭化整備事業請負変更契約の締結 可決(全員）

・令和元年度秋幾飲食民泊施設新築工事（建築本体工事）請負契約の締結 可決(全員）

・小型ポンプ付積載車（消防団戸口班）の取得 可決(全員）

・小型ポンプ付積載車（消防団手広班）の取得 可決(全員）

・龍郷町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の制定 可決(全員）

・消費税等の税率引き上げに伴う関係条例の整備に関する条例の制定 可決(全員）

・龍郷町水道事業給水条例の一部を改正する条例 可決(全員）

可決(全員）

可決(全員）

・龍郷町子ども・子育て会議条例の一部を改正する条例 可決(全員）

・龍郷町森林環境譲与税基金条例の制定 可決(全員）

・令和元年度龍郷町一般会計補正予算（第2号） 可決(全員）

・令和元年度龍郷町国民健康保険事業勘定特別会計補正予算（第1号） 可決(全員）

・令和元年度龍郷町介護保険事業特別会計補正予算（第2号） 可決(全員）

（　認　定　）

・平成30年度龍郷町一般会計歳入歳出決算 認定(全員）

・平成30年度龍郷町国民健康保険事業勘定特別会計歳入歳出決算 認定(全員）

・平成30年度龍郷町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算　 認定(全員）

・平成30年度龍郷町介護保険事業特別会計歳入歳出決算 認定(全員）

・平成30年度龍郷町水道事業会計決算 認定(全員）

・平成30年度龍郷町生活排水処理事業特別会計歳入歳出決算 認定(全員）

・平成30年度龍郷町デジタル放送事業特別会計歳入歳出決算 認定(全員）

（　同　意　）

・龍郷町教育委員会教育長の任命（碇山　和宏氏） 同意(全員）

（　発　議　）

・新たな過疎対策法の制定に関する意見書（案） 可決（全員）

◎提出した意見書　　新たな過疎対策法の制定に関する意見書

　　　　　　　　　（提出先：内閣総理大臣・総務大臣・財務大臣

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　農林水産大臣・国土交通大臣）

・龍郷町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の利用者負担に関す
る条例の制定

　　　　　　第３回定例会で審議された案件と議決結果

案　　　　　　　件  

◎教育長は、　碇山　和宏氏　が再任されました。

・龍郷町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条
例の一部を改正する条例

町
の
動
き

令
和
元
年

11
月
号

た
つ
ご
う

エ
ッ
セ
イ

り
ゅ
う
が
く
館

保
健
福
祉
課

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

議
会
だ
よ
り

ト
ピ
ッ
ク
ス

高
齢
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会

町
相
撲
大
会

保
健
福
祉
課

そ
の
他

お
知
ら
せ
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町
の
動
き

令
和
元
年

11
月
号

た
つ
ご
う

エ
ッ
セ
イ

り
ゅ
う
が
く
館

保
健
福
祉
課

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

議
会
だ
よ
り

ト
ピ
ッ
ク
ス

高
齢
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会

町
相
撲
大
会

保
健
福
祉
課

そ
の
他

お
知
ら
せ

無
料
法
律
相
談
の
ご
案
内

奄
美
市
と
鹿
児
島
県
弁
護
士
会
が
共
同

で
開
催
し
て
お
り
、龍
郷
町
民
の
方
も
無
料

で
相
談
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

令
和
元
年
11
月
相
談
日
　
派
遣
相
談 

※

必
ず
電
話
予
約
が
必
要
で
す（
先
着
順
）

･

11
／
14（
木
）

　
和
田
知
彦
弁
護
士

　
午
後
１
時
〜
午
後
４
時
30
分

･

11
／
21（
木
）

　
菅
野
浩
平
弁
護
士

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
前
11
時
30
分

･

11
／
28（
木
）

　
堂
園
広
弁
護
士

　
午
前
11
時
〜
正
午

　
午
後
１
時
〜
午
後
３
時
30
分

◇
時
間
は
一
人
30
分
間
で
す
。（
事
前
に
相
談
内
容
を

ま
と
め
て
お
く
と
効
率
的
で
す
。ま
た
、同
じ
人
が
続
け

て
申
込
さ
れ
る
こ
と
は
ご
遠
慮
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。）

問
合
せ
先
・
予
約
先

奄
美
市
役
所
市
民
協
働
推
進
課

市
民
生
活
係

☎
０
９
９
７‐

５
２‐

１
１
１
１

　（
内
線
１
７
１
６
）

受
付
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

◇
相
談
内
容
が
弁
護
士
で
よ
い
か
分
か
ら
な
い
場
合
も

市
民
生
活
係
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

11
月
30
日
は

「
年
金
の
日
」で
す

　
11（
い
い
）月
30（
み
ら
い
）日
は「
年
金

の
日
」で
す
。年
金
記
録
や
将
来
の
年
金
受

給
見
込
額
を
確
認
し
、未
来
の
生
活
設
計

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。「
ね
ん
き

ん
ネ
ッ
ト
」を
ご
利
用
い
た
だ
く
と
、い
つ

で
も
ご
自
身
の
年
金
記
録
を
確
認
で
き
る

ほ
か
、将
来
の
年
金
受
給
見
込
額
に
つ
い

て
、ご
自
身
の
年
金
記
録
を
基
に
様
々
な

パ
タ
ー
ン
の
試
算
を
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」に
つ
い
て
は
、日

本
年
金
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認

い
た
だ
く
か
、下
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
合
せ
先

奄
美
大
島
年
金
事
務
所

☎
５
２-

４
３
４
１ 

（
ア
ナ
ウ
ン
ス
の
後
に
２
↓
２
）

児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間

　
国
民
は
誰
で
も
通
告
の
義
務
が
あ
り
、

虐
待
？
と
思
っ
た
ら
す
ぐ
に「
１
８
９
」に

お
電
話
下
さ
い
。

オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
の
グ

ッ
ズ
を
活
用
し
児
童
虐

待
防
止
を
広
く
周
知
し

て
い
き
ま
す
。

　
子
ど
も
や
保
護
者
の
こ
ん
な
サ
イ
ン
を

見
落
と
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

子
ど
も
に
つ
い
て

□
い
つ
も
子
ど
も
の
泣
き
叫
ぶ
声
や
保
護

者
の
怒
鳴
り
声
が
す
る
□
不
自
然
な
傷
や

打
撲
の
あ
と
が
あ
る
□
衣
類
や
体
が
い
つ

も
汚
れ
て
い
る
□
落
ち
着
き
が
な
く
乱
暴

で
あ
る
□
表
情
が
乏
し
い
、活
気
が
な
い

□
夜
遅
く
ま
で
一
人
で
家
の
外
に
い
る

保
護
者
に
つ
い
て

□
地
域
な
ど
と
交
流
が
少
な
く
孤
立
し
て

い
る
□
小
さ
い
子
ど
も
を
家
に
お
い
た
ま

ま
外
出
し
て
い
る
□
子
育
て
に
関
し
て
否

定
的
・
無
関
心
で
あ
る
／
強
い
不
安
や
悩

み
を
抱
え
て
い
る
□
子
ど
も
の
け
が
に
つ

い
て
不
自
然
な
説
明
を
す
る
。

　
児
童
虐
待
は
社
会
全
体
で
解
決
す
べ
き

問
題
で
す
。
あ
な
た
の
１
本
の
お
電
話
で

救
わ
れ
る
子
ど
も
が
い
ま
す
。

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

全
国
一
斉
教
化
月
間

　
女
性
を
め
ぐ
る
様
々
な
人
権
問
題
の
解

決
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、「
女
性
の

人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」強
化
週
間
を
実
施

し
ま
す
。相
談
内
容
は
問
い
ま
せ
ん
。相
談

に
は
、法
務
局
職
員
又
は
人
権
擁
護
委
員

が
応
じ
、秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

０
５
７
０-

０
７
０-

８
１
０

Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
は
接
続
で
き
ま
せ
ん

日
時
　
11
月
18
日（
月
）〜
24
日（
日
）

平
日
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時
ま
で

土
日
　
午
前
１
０
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

問
合
せ
先
　
鹿
児
島
地
方
法
務
局
人
権
擁

護
課
　
☎
０
９
９‐

２
５
９‐
０
６
８
４

女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く

す
運
動　

11
月
12
日
か
ら
11
月
25
日

は「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を

な
く
す
運
動
」期
間
で
す
。

配
偶
者
等
か
ら
の
暴
力
、性
犯
罪
、売
買

春
、セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、ス
ト

ー
カ
ー
行
為
や
人
身
取
引
等
、女
性
に
対

す
る
暴
力
は
、女
性
の
人
権
を
侵
害
す
る

も
の
で
あ
り
、決
し
て
許
さ
れ
る
行
為
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。パ
ー
プ
ル
リ
ボ
ン
は
、女

性
へ
の
暴
力
の
根
絶
を
訴
え
る
シ
ン
ボ
ル

カ
ラ
ー
の
リ
ボ
ン
で
す
。期
間
中
、県
内
各

地
に
お
い
て
も
パ
ー
プ
ル
・
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

が
行
わ
れ
ま
す
。こ

の
機
会
に
皆
さ
ん

も
女
性
の
権
利
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
。

い
ち
は
や
く
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齢
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課

そ
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他

お
知
ら
せ

堆
肥
散
布
機

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

　
農
家
の
み
な
さ
ま
へ
ご
案
内
で
す
。
本

町
で
は
、こ
の
度
県
単
事
業
に
よ
り
自
走

マ
ル
チ
ス
プ
レ
ッ
ダ（
堆
肥
散
布
機
）を
導

入
し
ま
し
た
。つ
き

ま
し
て
は
、
実
演
会

を
行
い
ま
す
の
で
果

樹
・
園
芸
を
生
産
さ

れ
て
い
る
方
で
今
後

利
用
を
検
討
さ
れ
た

い
方
は
直
接
圃
場
ま

で
お
越
し
下
さ
い
。

日
時
　
11
月
27
日（
水
）午
前
10
時
〜

場
所
　
岡
山
果
樹
園

問
合
せ
先
　
農
林
水
産
課

☎
０
９
９
７-

６
９-

４
５
２
４

農
業
用

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
回
収

　
大
島
本
島
地
域
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
類
適
正
処
理
推
進
協
議
会
で
は
農
業
用

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の
適
正
処
理
を
行
う

た
め
の
回
収
を
行
い
ま
す
。

　
ハ
ウ
ス
ビ
ニ
ー
ル
や
肥
料
袋
、農
薬
の
プ

ラ
容
器
、牧
草
用
ラ
ッ
プ
フ
ィ
ル
ム
な
ど
使

用
済
み
の
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の
処

道
路
を
駐
車
場
代
わ
り
と
す
る

こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

　
道
路
を
駐
車
場
代
わ
り
と
し
て
、車
を

長
時
間
駐
車
す
る
こ
と
は
、法
律
で
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
駐
車
方
法
は
、

◆
交
通
事
故
の
原
因
に
な
る
可
能
性
が
高
い

◆
救
急
車
な
ど
の
活
動
を
妨
害
す
る

◆
歩
行
者
な
ど
の
通
行
を
妨
げ
る

な
ど
の
原
因
に
な
り
、非
常
に
危
険
で
す
。

道
路
を
駐
車
場
代
わ
り
に
使
わ
な
い
で
く

だ
さ
い
。

ひ
と
り
親
の
皆
さ
ん
へ

親
子
料
理
教
室
＆
懇
親
会

　
ひ
と
り
親
の
皆
さ
ん
、親

子
料
理
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

日
時
　
11
月
15
日（
金
）

午
後
６
時
30
分
〜
午
後
９
時

場
所
　
り
ゅ
う
が
く
館
２
階

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン

龍
郷
町
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
員
は
参
加

無
料
、非
会
員
は
１
家
族
５
０
０
円
で
す
。

申
し
込
み

11
月
11
日（
月
）保
健
福
祉
課
・
川
口
ま
で

問
合
せ
先
　
保
健
福
祉
課

☎
０
９
９
７-

６
９-

４
５
１
４

理
を
行
う
皆
さ
ん
は
、搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時
　
11
／
７（
木
）

　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

場
所
　
あ
ま
み
農
協
龍
郷
支
所
購
買
部

必
要
な
も
の
　
印
鑑
／
回
収
費
用
と
し
て

１
キ
ロ
当
た
り
50
円

ま
た
、農
薬
の
プ
ラ
容
器
は
事
前
に
水
洗

い
を
し
た
う
え
で
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
　
農
林
水
産
課

☎
０
９
９
７‐

６
９‐

４
５
２
４

あ
ま
み
農
協
龍
郷
支
所

☎
０
９
９
７‐

６
２‐

３
０
０
０

令
和
元
年
度
龍
郷
町
職
員
採
用
候
補
者

一
次
試
験（
二
次
募
集
）に
つ
い
て

採
用
職
種
／
人
員
及
び
受
験
資
格

原
則
と
し
て
、採
用
と
同
時
に
町
内
に
居
住
で

き
る
者
及
び
次
の
要
件
を
満
た
す
者

消
防
職
／
消
防
士（
大
島
地
区
消
防
組
合
へ
の

派
遣
職
員
）／
採
用
・
若
干
名
／
都
道
府
県
公

安
委
員
会
が
交
付
す
る
普
通
免
許
以
上
の
自

動
車
運
転
免
許
証
を
所
有（
令
和
２
年
３
月
31

日
ま
で
に
取
得
で
き
る
者
を
含
む
）し
、平
成

元
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

14
年
４
月
１
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
者
で
心
身
と
も
に
健
全
な
者

試
験
日
　
令
和
元
年
12
月
１
日（
日
）

試
験
場
所
　
龍
郷
町
役
場
２
階
会
議
室
等

受
付
期
間
　
申
し
込
み
の
受
付
は
、令
和
元
年

10
月
18
日（
金
）か
ら
令
和
元
年
11
月
15
日

（
金
）ま
で
と
す
る
。（
必
着
）

受
験
申
込
書
の
配
布
　
龍
郷
町
役
場
総
務
課

ま
た
は
、龍
郷
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し

て
あ
り
ま
す
。

郵
便
請
求
の
場
合
　
封
筒
の
表
に「
受
験
申
込

書
請
求
」と
朱
書
き
し
、１
４
０
円
分
の
切
手

を
貼
っ
た
宛
先
明
記
の
角
２
号
封
筒（
２
４
０

×

３
３
２
㎜
）を
必
ず
同
封
し
て
請
求
先
へ
送

付
し
て
下
さ
い
。

問
合
わ
せ
先
　
〒
８
９
４-

０
１
９
２

鹿
児
島
県
大
島
郡
龍
郷
町
浦
１
１
０
番
地

龍
郷
町
役
場
総
務
課
人
事
係

☎
０
９
９
７-

６
２-

３
１
１
１（
内
線
２
２
０
４
）

(

実
演
会
）
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納
め
た
国
民
年
金
保
険
料
は

全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
の

対
象
で
す

一
人
で
も
雇
っ
た
ら
入
ろ
う

労
働
保
険

　

11
月
は「
労
働
保
険
適
用
推
進
教
化
期

間
」で
す
。労
働
保
険
は
、労
働
者
を
１
人
で

も
雇
用
し
て
い
れ
ば
、パ
ー
ト
雇
用
や
ア
ル

バ
イ
ト
雇
用
で
あ
っ
て
も
、原
則
と
し
て
事

業
主
は
加
入
手
続
き
を
行
わ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。手
続
き
は
お
早
め
に
。

問
合
せ
先

名
瀬
労
働
基
準
監
督
署

☎
０
９
９
７-

５
２-

０
５
７
４

名
瀬
公
共
職
業
安
定
所

☎
０
９
９
７-

５
２-

４
６
１
１

　
国
民
年
金
保
険
料
は
所
得
税
法
及
び
地

方
税
法
上
、健
康
保
険
や
厚
生
年
金
な
ど

の
社
会
保
険
料
を
納
め
た
場
合
と
同
様
に
、

社
会
保
険
料
控
除
と
し
て
そ
の
年
の
課
税

所
得
か
ら
控
除
さ
れ
、税
額
が
軽
減
さ
れ

ま
す
。
控
除
の
対
象
と
な
る
の
は
、平
成

31
年
１
月
か
ら
令
和
元
年
12
月
ま
で
に
納

め
ら
れ
た
保
険
料
の
全
額
で
す
。
過
去
の

年
度
分
や
追
納
さ
れ
た
保
険
料
も
含
ま
れ

ま
す
。ま
た
、ご
自
身
の
保
険
料
だ
け
で
な

く
、ご
家
族（
配
偶
者
や
お
子
様
等
）の
負

担
す
べ
き
国
民
年
金
保
険
料
を
支
払
っ
て

い
る
場
合
、そ
の
保
険
料
も
合
わ
せ
て
控

除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
な
お
、本
年
中
に

納
付
し
た
国
民
年
金
保
険
料
に
つ
い
て
、こ

の
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、

年
末
調
整
や
確
定
申
告
を
行
う
と
き
に
、

領
収
証
書
な
ど
保
険
料
を
支
払
っ
た
こ
と

を
証
明
す
る
書
類
の
添
付
が
必
要
と
な
り

ま
す
。こ
の
た
め
、平
成
31
年
１
月
１
日
か

ら
令
和
元
年
９
月
30
日
ま
で
の
間
に
国
民

年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方
に
は
、11

月
上
旬
に
日
本
年
金
機
構
か
ら「
社
会
保

険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）控
除
証
明
書
」

が
送
付
さ
れ
る
予
定
で
す
の
で
、申
告
書

の
提
出
の
際
に
は
必
ず
こ
の
証
明
書
ま
た

は
領
収
証
書
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。（
９

月
下
旬
か
ら
10
月
上
旬
に
か
け
て
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
国
民
年
金
保
険
料
を
納

付
さ
れ
た
一
部
の
方
は
、11
月
中
旬
頃
送

ら
れ
る
予
定
で
す
。）ま
た
、令
和
元
年
10

月
１
日
か
ら
令
和
元
年
12
月
31
日
ま
で
の

間
に
、今
年
は
じ
め
て
国
民
年
金
保
険
料

を
納
め
ら
れ
た
方
へ
は
、翌
年
の
２
月
上

旬
に
送
ら
れ
る
予
定
で
す
。
税
法
上
と
て

も
有
利
な
国
民
年
金
は
、老
後
は
も
ち
ろ

ん
不
慮
の
事
故
な
ど
万
一
の
と
き
に
も
心

強
い
味
方
と
な
る
制
度
で
す
。
保
険
料
は

納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
キ
チ
ン
と
納
め
ま

し
ょ
う
。

講演：高山直樹 氏
　　　東洋大学社会福祉学科教授

「対人サービスにおける権利擁護」
～障がいのある人の地域生活支援を考える～
日々の実践を積み重ねている支援の中で、「権利擁護」とは何か？というこ
とを確認し、それぞれの違いを認めあう多様性のあり方を理解する中から
生活支援を考えたいと思います。

日時：令和元年 11 月 7 日（木）　
　　　午後４時 30 分～午後６時 30 分

場所：龍郷町りゅうゆう館文化ホール
　　　龍郷町浦 1837

シンポジウム：榮　益宏氏  瀬戸内町社会福祉協議会

　　　　　　　恵　朝子氏  車椅子ユーザー

　　　　　　　川畑博行氏  奄美市保護課
高 山 直 樹 氏

高齢者元気度アップ・ポイント事業の対象となり
ますのでポイントカードを持ってお越しください

主催：奄美地区地域自立支援協議会

問合せ：奄美地区障がい者等基幹相談支援センター
　　　　平日 9 時～ 19 時
　　　　☎０９９７-６９-４０６１



-21- Tatsugo

りゅうがく館だより 令和元年11月号

お し ら せ

●一般書● ●児童書●

読書の秋です！読みたいと思って買ったのに、ついつい放置している本、

ありませんか？　この季節に思いきって「積読」を卒業しましょう！

『サイモンは、ねこである。』
（バーンスタイン/あすなろ書房）
大型ネコ科動物５匹が集まっ
ているところにやってきた、
子猫のサイモン。

「ぼくたち、似てますね！」と
喜ぶサイモンに、ライオン・ク

ロヒョウ・チーター・トラ・ピューマは大笑い。こ
んな小さな子猫が俺さまたちと似ているわけが
ない！といばりますが、よーく見てみると…あ
れ？あれれ？違いはあるけれど同じ仲間だとい
うことが分かって、最後はみんな仲良しに。大胆
な画面構成と思いがけない展開が楽しい、ユーモ
アあふれる絵本。動物それぞれの特徴的な話し方
も面白くて、真似したくなっちゃうかも？

『運命の恋をかなえるスタン
ダール』（水野 敬也/文響社）
文豪スタンダールの名著『恋愛
論』のノウハウが満載！愛と笑
いの長編小説。恋愛経験ゼロで
広場恐怖症を抱える文学女子の
聡子は、三十路を越えても現実

の恋愛に一歩踏み出せないでいた。しかしある日、
そんな聡子の前に理想にぴったりの男性が現れ
る。行動に移せない聡子に、本の中から現れた「ス
タンダール」を名乗るおじさんが恋愛指南を始め
…!?運命の恋をかなえるため、少しずつ自分の殻を
破り始めた聡子に、次々と奇跡が起きて…。『夢を
かなえるゾウ』の水野敬也、初の恋愛小説。人生を
変えたければ、Volez(飛べ)！

｜今月のおすすめ｜ ｜今月のおすすめ｜

りゅうがく館図書室では、貸出中の本に予約をかけることができます。

予約の本が返却されましたら、電話にてご連絡いたします。

ご希望の方はお気軽に職員までお声掛けください。

・『帰りが遅くてもかんたん仕込みですぐごはん』
（上田 淳子/世界文化社）

・『基礎からレッスン はじめてのイタリア語』
（アンドレア・フィオレッティ/ナツメ社）

・『人生は美しいことだけ憶えていればいい』
（佐藤 愛子/PHP研究所）

・『マンガでやさしくわかる傾聴』
（古宮 昇/日本能率協会マネジメントセンター）

・『桂歌丸 大喜利人生』（日本テレビ/ぴあ）

・『五つ星をつけてよ』（奥田 亜希子/新潮社）

・『ギブ・ミー・ア・チャンス』（荻原 浩/文藝春秋）

・『0秒で動け』（伊藤 羊一/SBクリエイティブ）

・『奄美巡礼』（大内 博勝/えにし書房）　

他、合計36冊

・『おいもさんがね‥』（とよた かずひこ/童心社）

・『カーネーション』（いとう みく/くもん出版）

・『昔話法廷』（NHK Eテレ「昔話法廷」制作班/金の星社）

・『かぜのひ』（サム・アッシャー/徳間書店）

・『おうさまがかえってくる100びょうまえ！』
（柏原 佳世子/えほんの杜）

・『「未完成」なぼくらの、生徒会』
（麻希 一樹/KADOKAWA）

・『エジソン』（トーベン・クールマン/ブロンズ新社）

・『むしばいっかのおひっこし』（にしもと やすこ/講談社）

・『おカネの教室』（高井 浩章/インプレス）　

他、合計24冊

※名誉町民のコーナーは紙面の関係上お休みします。
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町
田
酒
造
㈱
は
、
町
内
に
在
住
し
て
い
る

満
１
０
０
歳
以
上
の
方
に
名
前
入
り
「
ご
長

寿
お
祝
い
焼
酎
ボ
ト
ル
」
を
贈
呈
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
記
念
ボ
ト
ル
は
同
社

に
新
た
に
導
入
し
た
レ
ー
ザ
ー
加
工
機
に
よ

る
も
の
。
導
入
に
あ
た
り
経
済
産
業
省
中
小

企
業
庁
「
も
の
づ
く
り
補
助
金
」
を
活
用
。

中
村
社
長
は
「
地
元
の
方
に
少
し
で
も
喜
ん

で
も
ら
い
た
い
」
と
語
り
、
町
長
は
「
家
族

み
ん
な
が
喜
ん
で
く
れ
る
と
思
う
。」
と
感

謝
を
伝
え
ま
し
た
。

　
ボ
ト
ル
の
中
身

は
同
社
杜
氏
が
特

別
ブ
レ
ン
ド
し
た

奄
美
黒
糖
焼
酎
「
里

の
曙
25
度
」。

　
今
後
１
０
０
歳

に
な
ら
れ
た
方
に
、

町
長
か
ら
手
渡
さ

れ
る
予
定
で
す
。

100歳オリジナル焼酎
町田酒造㈱からプレゼント

米倉照義、キミエご夫妻（瀬留）より龍郷町役場へ
ドラゴンフルーツを頂き中庭に設置しました。

ありがとうござます！

岩越 忠子さん

大正８年10月14日生まれ

どぅくさぁが宝

100歳

どぅくさぁしもれよ～

マイナンバーカードに旧姓（旧氏）が併記されることで、旧姓が各種証明に使えます

満１歳になりました。
この子たちに誇れる町を
みんなでつくりましょう。

わきゃシマの玉黄金

10 october

　　　　　　いぶき

榮 一颯くん  H30.10.18生

  中戸口　父  淳三郎　母    裕子  

　　　　　　　　　 ゆうい

松原 優結くん  H30.10.20生

  屋入　父  優　母   史香

あ
ん

よ
が

上
手

に
な

ったよ！ごはんもモリ

モ
リ

食
べ

る
よ

♡

も

っとご飯ちょーだい♡
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オオシマゼミ
　季節は秋になり暑さがだいぶ落ち着き朝晩は涼

しく過ごしやすくなりましたがセミの鳴き声が聞

こえ、まだ夏を感じられます。その中にカーン！

カーン！と聞こえてくる音はこのセミです。『オオ

シマゼミ』という南西諸島に生息しているセミな

ので本州の人は最初に聞くと鳥の鳴き声と勘違い

してしまいます。長いと12月初旬まで鳴いている

セミです。

香
典
返
し
お
礼

・
内
田
ヨ
ツ
子（
故
内
田
昭
五
）

社
会
福
祉
協
議
会

・
岡
江
敏
幸（
故
岡
江
な
み
子
）

安
木
屋
場
集
落
／
安
木
屋
場
老
人
ク
ラ
ブ

社
会
福
祉
協
議
会

・
内
田
隆
久（
故
内
田
昭
五
）愛
寿
園

・
辺
木
智
眞
子（
故
辺
木
久
雄
）

安
木
屋
場
集
落
／
安
木
屋
場
老
人
ク
ラ
ブ

社
会
福
祉
協
議
会

・
則
岡
ツ
ギ
子（
故
則
岡
賢
龍
）瀬
留
集
落

・
作
下
ユ
キ
子（
故
作
下
純
義
）

赤
尾
木
老
人
ク
ラ
ブ

・
新
島
宏
明（
故
新
島
ヒ
ロ
子
）愛
寿
園

・
岩
切
サ
チ
代（
故
岩
切
順
夫
）

瀬
留
集
落
／
社
会
福
祉
協
議
会

・
岩
　
輝
也（
故
岩
切
ツ
ユ
）

安
木
屋
場
集
落
／
安
木
屋
場
老
人
ク
ラ
ブ

社
会
福
祉
協
議
会

・
山
口
道
弘（
故
山
口
テ
ル
）愛
寿
園

・
作
下
ユ
キ
子（
故
作
下
純
義
）

赤
尾
木
老
人
ク
ラ
ブ

【
９
月
届
出
】

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 敬

称
略

保
護
者

秀
峰

雄
一

裕
希

謙
太
郎

譲
太
郎

昭
裕

赤
尾
木

玉
里

秋
名

玉
里

中
戸
口

龍
郷

【
９
月
届
出
】

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

三
宅

東
江

村
上

久
米

徳大
窪

舞
波

一
翔

航
次
郎

咲
翔

虹
七

芳
果

福

　サ
ツ
子

大
山

　信
明

岡
江

　な
み
子

内
田

　昭
五

則
岡

　賢
龍

辺
木

　久
雄

服
部

　サ
チ

藤
山

　千
代
壽

作
下

　純
義

新
島

　ヒ
ロ
子

福
田

　初
子

嘉
渡 

龍
郷
の
里

幾
里

嘉
渡 
龍
郷
の
里

上
戸
口

瀬
留

安
木
屋
場

嘉
渡 

龍
郷
の
里

嘉
渡

赤
尾
木

浦 

愛
寿
園

中
勝

(
95)

(
98)

(

96)
(

88)
(

71)
(

83)
(

95)
(

82)
(

90)
(

94)
(

71)

町 長 室 で記 念 写 真
皆さまも是非いらしてください９月来庁者

京都田辺ロータリークラブ御一行 セルフアドヴァンス協会 水科代表理事御一行

11月どぅくさ会
明記がない場合は14：00～

人
事
異
動
内
示
（
令
和
元
年
10
月
１
日
）

主
査
級
　
山
田
樹

（
新
職
名
）
土
地
対
策
課
主
査

（
旧
職
名
）
教
育
委
員
会
主
査

1

2
5
6
7
9
11
12

金
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アマミノクロウサギに注意‼
　よーりっくわ走ってくりんしょれ～

アマミノクロウサギ交通事故発生件数（奄美大島内）
今年：10件 2019.10 .9 現在

問合せ先：生活環境課☎69-4525
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令和元年度第２回巡回狂犬病予防注射日程表10

○どの会場でも予防注射を受けることが出来ますので、ご都合のよろしい会場にお越しください。○注射料金＋

注射済票交付手数料…3,400円 (１頭あたり）○新規登録手数料…3,000円（転入した際の変更届は無料）○必ず、
首輪・引き綱（リード ) を着用すること。○排泄物（フン）は、飼い主が始末しましょう。

※犬の転居・譲渡・死亡など登録事項に変更がある場合は、役場への届出が必要です。

問合せ先  生活環境課　☎0997-６９-４５２５

11月行事予定  November  2019 ※行事は変更になる場合があります。あらかじめご確認ください。

 

・龍郷  毎週木曜 午前９：30～

・秋名/幾里  毎週木曜 午後２：00～

・大勝  毎週木曜 午後２：00～
・川内  毎週金曜 午後７：30～
・安木屋場  午後２：00～

・芦徳  午後２：00～

■
楽
ら
く
体
操
教
室

■どぅくさ会  14:00~16:00
■でぃでぃクラブ  
　りゅうがく館  13：30～16：00
■保健センター開放
　   乳幼児対象 10：30～16:00

■保健センター開放

■保健センター開放

■保健センター開放

■保健センター開放

■保健センター開放

■3.6歳児健診
　  どぅくさぁや館12:30～

■母子歯科相談
　  どぅくさぁや館13:00～

■歯科健診2.6歳5歳
　  どぅくさぁや館13:00～

■厚生連検診
結果報告会
りゅうがく館   9:00~

■町駅伝競走大会
　9:30信組前スタート

■防衛問題セミナー
　P8　15:00~

■料理教室
　P19

■宮田大コンサート
　19:00りゅうゆう館

■町防災訓練

■農業用廃プラ回収
　P19     9:00~16:00
■権利擁護シンポ
　P20    14:30~

■堆肥散布機実演
　P19     10:00~

■楽らく川

■楽らく川

■楽らく川・安

■楽らく川

■楽らく川

■楽らく芦

■楽らく芦

■楽らく芦

■楽らく安

■楽らく龍・秋・大

■楽らく龍・秋・大

■楽らく龍・秋・大

■楽らく龍・秋・大

■どぅくさ会   瀬留     
安木屋場・赤尾木15:00~

■どぅくさ会   瀬留     
安木屋場・川内

■どぅくさ会  
　上戸口

■どぅくさ会  
　上戸口

■どぅくさ会 
　中勝12:00~

■どぅくさ会 中勝

■どぅくさ会 嘉渡

■どぅくさ会  中戸口

■でいでいクラブ

■でいでいクラブ

■でいでいクラブ

■でいでいクラブ

■でいでいクラブ

■どぅくさ会
　浦・芦徳

■関西龍郷会(尼崎市)

■鹿児島大勝共栄会
50周年総会(鹿児島市)

■どぅくさ会  玉里

■どぅくさ会  玉里

■どぅくさ会  玉里

■どぅくさ会  円

■どぅくさ会  円

■どぅくさ会  円

■どぅくさ会  嘉渡

■どぅくさ会 
円・大勝・下戸口

民児協定例会

駐在員会

■かめのこクラブ
どぅくさぁや館 10:30~

■かめのこクラブ
どぅくさぁや館  10：30～

■じゃがいも会
どぅくさぁや館  13:30～

■たつごう在宅
　家族の会13：30～

■おはなし会
りゅうがく館10:10～

■竹細工教室
りゅうがく館9:00～
■狂犬病予防接種
　下記参照

■お腹スッキリ運動教室
どぅくさぁや館19：30～

no.495


